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国
農
業
の
基
幹
問
題

蝕
ま
れ
た
土
地

中
国
の
工
業
化
と
農
業
・食
糧
安
全

張

玉

林

・
・
…

は
じ
め
に

工
業
化

・都
市
化

に
伴

う
農
業

の
停
滞
な
い
し
衰
退
の
問
題
は
、

多
く
の
国

の
近
代
化
過
程

の
な
か
で
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
共
通

の

現
象
で
あ

る
。
し
か
し
、
中
国
の
場
合
に
、
そ
れ
は
二
つ
の
理
由

で

格
段
に
重

み
を
持

っ
て
い
る
。
第

一
に
、
い
ま
ま
で
地
球
上
最
大

の

農
業
国
と

し
て
、
中
国
は

=
二
億

の
人
口
を
養
う
た
め
に
は
自
国
農

業
の
維
持

と
拡
大
に
頼
る
し
か
な
く
、
日
本
の
よ
う
に
食
糧
の
六
割

以
上
を
海
外
に
依
存
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
か
つ
危
険
な

こ
と

ハ　
　

で
あ
る
。
第
二
に
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「中
国
式

の
工
業
化
」
過

程
の
な
か
で
、
生
態
環
境

の
悪
化
に
伴

い
、
農
業
問
題
は
生
産
量

の

停
滞
な

い
し
萎
縮

に
止
ま

ら
ず
、
そ
の
質

の
悪
化
に
も
現
れ
て
い

る
。
そ
の
内
外
両
面

に
か
か
わ
る
農
業
と
食
糧

の
安
全
問
題

の
深
刻

さ
は
、
日
本
の
よ
う
な
工
業
国
が
経
験
し
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
、
中
国
に
お
け
る
代
表

的
な
地
域
で
あ
る
長
江
デ
ル
タ
地
域
を
中
心
に
、
そ
の
急
速
な
工
業

化

に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
た
土
地
収
用
と
、
生
態
環
境

の
悪
化
に
伴

う
土
地
破
壊
の
問
題
を
考
察
す
る
。

急
激
な
工
業
化

・
都
市
化
と
農
業
の
萎
縮

e

長
江
デ
ル
タ
地
域
の
社
会
経
済
概
況

長

江

デ

ル

タ

地

域

は
、

長

江

下

流

に

あ

る
上

海

を

は

じ

め
、

江

蘇

省

の
南

京

、

揚

州

、

泰

州

、

南

通

、

鎮

江

、

常

州

、

無

錫

、

蘇

州

、
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長江デルタ地域略図

お
よ
び
漸
江
省

の
杭
州
、
湖
州
、
嘉
興
、
紹
興
、
寧
波
、
舟
山
と
い

バ　
　

う

一
五
の
都
市
を
含
む
広
大
な
地
域
で
あ
り
、
そ
の
面
積
は

一
〇
・

九
六
万
㎞

で
中
国
全
土

の

一
%
強
、
人
口
は
八
二

一
二
万
人

(二
〇

〇

四
年
、

以
下

同
じ
)
で
同
六
・三
%
を
占
め
て
い
る
。
地
域

の
中

心
は
、
中
国
第
三
の
広
さ
の
淡
水
湖
、
太
湖

(
二
四
〇
〇
㎞
)
を
抱

え
、
上
海
な
ど

の
八
都
市
、
三
〇
の
県

・
市
を
カ
バ
ー
す
る
太
湖
流

域

で
あ
る
。
そ
の
総
面
積
は
三
・六
九
万
㎞
、
人

口
が
四

=
二
一
万

で
そ
れ
ぞ

れ
長
江
デ
ル
タ
地
域
の
三
三
・七
%
と
五
〇

・三
%
を
占
め

　
ヨ
　

 て

い

る
。

長
江
デ
ル
タ
地
域
は
、
唐
朝

の
時
代
か
ら

「魚
と
米
の
里
」
と
し

て
有
名
に
な
り
、
明
清
時
代
を

へ
て
現
代
に

い
た
る
ま
で
中
国
農
業

を
代
表
す
る
地
域
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
特
に
太
湖
流
域
は
、
密
集
し

た
河
川
網

で

「江
南
水
郷
」

の
誉
れ
を
も

つ
農
業
条
件
の
優
れ
た
地

域
で
あ
り
、
「蘇
湖
熟
、
天
下
足
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
長
い
間
、

中
国
の
食
糧
主
産
地
で
あ
り
主
な
輸
出
地
で
あ

っ
た
。
な
か
で
も
無

錫
は
明
清
時
代

に
は
中

国
の

「四
大
米
市
」

の
筆
頭
を
担

っ
て
い

た
。長
江
デ

ル
タ
地
域
で
は
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
農
村
工
業

の
成

長
が
著
し
く
、
九
〇
年
代
以
降
、
激
し
い
国
際
資
本

の
進
出
が
行
わ

れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
は
、
世
界
上
位
五
〇
〇
社
の
多
国

籍
企
業

の
う
ち
の
四
〇
〇
社
を
は
じ
め
、
合
計

八
万
社

の
外
資
系
企

業
が
こ
の
地
域

に
根
を
下
ろ
し
、
実
質
投
資
額

は
合
計

一
五
〇
〇
億

バ
　
　

ド
ル
余
り

で
、
全
国
の
四
割
を
占
め
て
い
る
。
上
海
市
、
江
蘇
省
お

よ
び
漸
江
省
は
、
成
長

の
激
し
い
中
国
に
お
い
て
も
特
に
テ
ン
ポ

の

速

い
地
域
で
あ
る
が
、

一
九
七
九
～

一
九
九

一
年

の
G
D
P
成
長
率

は
年
間
そ
れ
ぞ
れ
七

・五
%
、

一
〇
・九
%
、

=

・七
%
で
あ
り
、

一
九
九
二
～
二
〇
〇
四
年
に
は
さ
ら
に

一
二
・
四
%
、

一
四
・
一
%
と

バら
　

一
四
・
二
%
に
ま
で
加
速
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

長
江
デ
ル
タ
地
域

一

五
都
市
全
体

の
成
長
率
は
さ
ら
に

一
五
%
以
上
と
推
測
さ
れ
、
全
国

の
そ
れ
よ
り
六
～
七
ポ
イ
ン
ト
も
高
く
、

「夢

の
よ
う
な
成
長
」
ぶ

り
を
見
せ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
、
こ
の
地
域

の
G
D
P
は
二
兆
八

七
七
五
億
人
民
元

(
一
人
当
た
り
平
均
三
万
五
〇
〇
〇
元
で
全
国
平
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均

の
三
・
三
倍
)
で
全
国
の
二

一
%
を
占
め
て
お
り
、
う
ち
第

一
産

業
は
四
・
六
%
し
か
な
く
、
第

二
産
業
は
五
五
・九
%

(う
ち
工
業
が

四
九

・
八

%
)
を
も
占

め
て

い
る
。

一
方
、
都
市
化
も
急
速

に
進

み
、
上
海

を
除

い
て
蘇
州
、
無

錫
、
常
州
な
ど
の
蘇
南
地
域
と
杭

州
、
嘉
興
、
湖
州
、
寧
波
、
紹
興
な
ど
の
漸
東
北
地
域
の
都
市
化
率

は
六
〇
%
を
超
え
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
「魚
と
米
の
里
」
は
、
ま

さ
に

「世
界
の
工
場
」
と
な
り
、
中
国
経
済

の

「牽
引
車
」
に
変
貌

し
、
農
業
社
会
か
ら
工
業
社
会

へ
の
転
換
を
ほ
ぼ
実
現
し
た
と
い
え

る
。口

工
業
化
、
都
市

の
拡
張
と
土
地
占
用

中
国
経
済
の
急
成
長
の
原
動
力
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
説
が
あ
る

が
、
否
定

で
き
な
い
要
因

の

一
つ
は
、
政
府
主
導
に
よ
る
工
業
化

の

推
進

で
あ

る
。
「近
代
化
」

の
早
急
な
実
現
と

い
う
国
家
戦
略

の
も

と

で
、
「
発
展
」

こ
そ
が
急
務

と
な

り
、

そ
れ
に
経
済
成
長

の
ス

ピ
ー
ド
な

ど
を
も

っ
て
地
方
の
指
導
者
の

「業
績
」
を
は
か
る
独
特

な
行
政
シ
ス
テ
ム
が
加
え
ら
れ
た
結
果
、
国
内
地
域
間
の
競
争
が
激

し
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
地
方
政
府
は
、
税
金
の
減
免
や
土

地

の
低
価
格
な
い
し

「ゼ

ロ
地
価
」
と

い
う
類
の
優
遇
措
置
を
講
じ

て
、
競

っ
て
内
外
か
ら
の
投
資
を
引
き
込
み
、
経
済
特
に
工
業

の
拡

ム　
　

張
を
推
進

し
て
い
る
。

こ
う
し
た

「大
開
発
」
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、

特

に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
様
々
な

「開
発
区
」
と
呼
ば
れ
る
工
業

団
地

の
設
立
と
そ
れ
に
よ
る
土
地
収
用
で
あ
る
。

長
江
デ
ル
タ
地
域
全
体
の
状
況
は
把
握
し
て

い
な

い
が
、
漸
江
省

を
と
っ
て
見
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
に
七
五
八

の
開
発
区
が
あ
り
、
そ

の
計
画
用
地
面
積

は
合
計
四
五

・七
四
万
㎞
に
も
の
ぼ
り
同
省
国
土

ム
　
　

総
面
積

の
四
・七
%
と
耕
地
面
積
の
二

一
・五
%

に
当
た
る
。

一
方

の

江
蘇
省

で
は
、

「沿
江
開
発
」
戦
略

の
も
と
で
、

二
〇
〇
五
年
末
ま

で
に
長
江
沿
岸

に

「化
学
工
業
園
」
だ
け
が

四
〇
近

く
も
設
立
さ

ハ　
　

れ
た
。
南
京

で
は
、
二
〇
〇

一
年

に

一
五
六
六
㎞
に
広
が
る
江
寧
県

を
江
寧
区
に
変
え
て
か
ら
、
四
つ
の
莫
大
な
開
発
区
を
立
案
し
、
合

ム
　
　

計
八
〇
〇
㎞
、
当
該
区
半
分
以
上
の
土
地
を
も
転
用
し
た
。
ま
た
、

蘇
州
、
無
錫
、
常
州
で
は
、
合
計
三
六

(二
〇
〇
三
年
二
月
現
在
)

の
国
家
級

・
省
級
開
発
区
と
市

・
鎮
レ
ベ
ル
の
工
業
団
地
が
無
数
に

設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
国
家
級
開
発
区

の
ほ
と

ん
ど
は
百
㎞
ほ
ど
の

土
地
を
収
用
し
、
う
ち
昆
山
市

(蘇
州
所
轄
)

の

「昆
山
開
発
区
」

が
延
々
と
三
〇
〇
㎞
に
も
広
が

っ
て
い
る
。

そ

の
下

の
陸
家
鎮

で

は
、
「日
本
工
業
園
」
、
「南
亜
工
業
園
」
な
ど
五

つ
の
大
き
な
工
業

団
地
も
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
ま

で
の
十
年
間

で
毎
年
約

一
〇
〇
〇

ム
ー

(
一
ム
ー
は
六
六
六
・七
、m
)
ほ
ど

の
農
地
を
工
業
用
地
に
転

バリ
　

用
し
、
半
分
以
上

の
耕
地
を
収
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
無
錫
に
所

轄

さ
れ

る
宜
興
市
で
も
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら

「ま
た
が
る
式
な
発

展
」
戦
略

に
応
じ
る

「投
資
環
境
改
善
」

の
た
め
、

「国
際

一
流
ゴ

ル
フ
場
」
を
も
内
包
す
る
数
十
㎞
に
及
ぶ
二

つ
の
大
型
公
園
を
建
設

し
、
ま
た

=

の
国
家
級
、
省
級
と
無
錫
市

レ
ベ
ル
の
開
発
区
を
計

画
し
て
い
る
が
、
そ
の
規
模
は
そ
れ
ぞ
れ
数
㎞

か
ら
数
十
㎞
ま
で
に
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ムロ
　

広
が
っ
て

い
る
。

か
か
る

「圏
地
運
動
」

の
よ
う
な
土
地
占
用
は
、

一
九
九
〇
年
代

後
半
に
始

ま
る
新
た
な
都
市
化
ブ
ー
ム
に
よ

っ
て

一
層
増
え
て
い

る
。
「都
市
化
」
を
経
済
成
長

の
牽
引
車

の

一
輪
と
す
る
戦
略
の
も

と
で
、
「都
市
を
大
き
く
し
か

つ
強
め
る
」
政
策
が

一
気
に
推
し
進

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
手
段
は
、
都
市
に
所
轄
さ
れ
る
周
辺

の

県
や
県
レ
ベ
ル
の
市
を
、
都
市
部
に
所
属
す
る

「区
」
に
変
え
る
の

を
通
じ
て

「建
設
用
地
」

(非
農
業
用
地
)

の
拡
張
を
狙
う
こ
と
、

お
よ
び

「都
市
を
経
営
す
る
」
名
目
で
、
農
村
集
団
所
有

の
農
地
を

国
有
化
し

て
か
ら
商
業
用
地
に
転
売
し
、
財
政
収
入
と
都
市
建
設
経

費
の
拡
充
を
目
指
す
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
政
府
主
導

の

「土
地
経
営
」

の
手
法

で
あ
る
。

前
者

に

つ
い
て
は
、
上
海

で
早
く
も

一
九
八
八
年

に
始
ま

っ
た

が
、
九
二
年
以
降

の

「浦
東
開
発
」
を
き

っ
か
け
に
加
速
さ
れ
、
嘉

定
県
な
ど
七

つ
の
県
が
相
次
い
で

「区
」
と
な
り
、
二
〇
〇

一
年
に

入
る
と

「県
」
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
は
長
江
口
の
島

・
崇
明
県
だ

ムに
　

け
と
な
っ
た
。
漸
江
省
と
江
蘇
省
は
、
九
〇
年
代
末
に
そ
れ
ぞ
れ
都

市
化

の
加
速
を
戦
略
と

し
て
定

め
て
い
た
が
、
杭
州
と
南
京
以
外

に
、
寧
波
、
無
錫
、
蘇

州
、
常
州
を
も
と
も
に

「特
大
都
市
」
に
、

嘉
興
、
湖

州
、
紹
興
、

揚
州
、
泰
州
、
南
通
、
鎮
江
を
い
ず
れ
も

　
ロ
　

「大
都
市
」
に
育
成
す

る
計
画

は
印
象
的

で
あ
る
。
結
局
、
長
江
デ

ル
タ
地
域

の

一
五
都
市

の
う
ち
、
舟
山
市
を
除
い
て
七
都
市
が

「特

大
都
市
」

に
、
ま
た
七

都
市
が

「大
都
市
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ

の
拡
張
が
間
断
な
く
行
わ
れ
て
い
る
。

「特
大
都
市
」
や

「大
都
市
」
に
ま
で
育
成

す
る
手
法

は
い
ず
れ

も
前
述
し
た
県
か
ら

「区
」

へ
の

「行
政
区

域
調
整
」
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の

「市
区
」
H
都
市
部

の
面
積
が
数
年

間
で
三
～
九
倍

の
膨

張
を
見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
寧
波
市

の
面
積

は
三
〇
〇
㎞
余
り
か

ら
二
六
三
四
㎞

へ
、
杭
州
市
は
同
六
三
八
㎞

か
ら
三
〇
六
八
㎞
に
そ

れ
ぞ
れ
拡
大
し
、
ま
た
蘇
州
、
無
錫
と
常
州

は
と
も
に
二
〇
〇
～
三

ム
ハ
　

○
○
㎞
か
ら

一
六
二
三
～

一
八
六
四
㎞
に
ま

で
広
が

っ
て
い
る
。
南

京
市
の
場
合
は
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
す

で
に
九
七
五

・八
㎞
の
広

さ
を
持
ち
、

一
九
二
九
年
に

「国
民
政
府
」

が
定
め
た

「国
都
」
と

し
て
の
南
京
の
面
積

(八
五
五
㎞
)
を
超
え

た
が
、
「国
際
化
大
都

市
」
と
い
う
新
た
な
目
標
を
目
指
し
N
二
0
0

1
年
か
ら
江
寧
県
、

六
合
県
、
江
浦
県
を
次
々
と
都
市
部

に
統
合

し
、
四
七
〇
〇
㎞
に
ま

で
広
が

っ
た
。
よ
っ
て
、
南
京
市
は
、
二
〇
〇

三
年
に
二
四
三
㎞

の

「主
城
区
」
を
中
心
に
、
本
来
城
外
に
あ

っ
た
紫
金
山
と
長
江
を
囲

ムゐ
　

い
込
む
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
以
外

に
、
南
京

周
辺
の

「小
城
鎮
」

の
拡
張
も
進
め
ら
れ
、
四

つ
の

「県
城
」

の

「建
成
区
」
面
積
を
と

も
に
二
〇
㎞
に
、
人
口
を
三
〇
万
人
に
ま
で
増

大
さ
せ
よ
う
と
し
て

ハお
　

い
る
。
工
業
と
都
市
に
よ
る
飽
く
こ
と
を
知
ら
な

い
拡
張
の
結
果

の

一
つ

は
、
耕
地

の
減
少
で
あ
る
。
彰
補
拙
な
ど
に
よ
れ
ば
、

一
九
八
〇
～

九
五
年
、
長
江
デ
ル
タ
地
域

(
一
二
都
市
)

で
は
二
四
・七
万
㎞
減

り
、
年
間
平
均
減
少
率

は
○

・五
五
%
で
、
う
ち
蘇
州
市
所
轄

の
呉
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県
と
呉
江
市
が
二
%
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
年
間
平
均
減
少
率

の
二
倍
と

　
ロ
　

七
倍

に
あ

た
る
。
そ
れ
以
降
の

一
〇
年
間

で
耕
地
の
占
用
は
よ
り
大

規
模
的
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
状
況
は
よ
り
精
確
に
は
把
握
さ

ム　
　

れ
て
い
な

い
。
た
だ
、
二
〇
〇

一
～
〇
四
年

の
四
年
間
に
、
蘇
南
五

市
だ
け
で
も
二
〇
・六
万
㎞

(
三
〇
九
万
ム
ー
)
も
減

っ
て
、
そ
れ

は
五
市
現
存
耕
地
九
七

・七
万
㎞
の
二

一
%
に
当
た
り
、
ま
た
同
地

域

で
約
三
〇
〇
万
人
以
上
の
農
民
が
そ
れ
で
耕
地
を
失

っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
全
体
の
耕
地
減
少
は
相
当

深
刻
な

こ
と
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
無
制
限
な
耕

地
占
用

の
結
果
、
同
地
域
に
お
い
て

一
人
当
た
り
の
耕
地
面
積
は
ニ

ムバ
　

○
〇
四
年

に
は
○
・五
九
ム
ー
し
か
な
く
、
国
連
が
設
定
し
た

「警

戒
線
」
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。

地
方
政
府
に
よ
る
制
限
の
な
い
耕
地
侵
食
が
、
二
つ
の
背
景
で
可

能
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
は
、
土
地

の

「集
団
所
有
」
と

い
う

所
有
権

の
問
題
と
も
か
か
わ
り
、
政
権
に

一
方
的
に
傾

い
た
権
力
構

造
に
挟
ま
れ
る
農
民
が
、
地
方
政
府
に
よ
る
露
骨
と
も
い
え
る

「土

ムね
　

地
徴
用
」

に
抵
抗
で
き
な
い
こ
と
、
い
ま

一
つ
は
、
地
方
政
府
が
経

済
合
理
主
義

の
論
理
を
も
っ
て
土
地
と
農
業
を
取
り
扱
う
こ
と
で
あ

る
。
前
者

に

つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
後
者

に
関

し
て
は
少
し
触
れ
て
お

こ
う
。
お
お
ま
か
に

い
え

ば
、
地
方

の
指
導
者

に
と

っ
て
、
同
じ
面
積
の
土
地
に
工
場
と
商
業

住
宅
を
建

設
す
る
こ
と
は
、
農
業
を
営
む
よ
り
多
く

の
G
D
P
を
創

出
で
き
、

ま
た
多
く
の
税
金
を
取
れ
る
、
よ

っ
て
小
農
民
か
ら
そ
れ

を
取
り
上
げ
て
農
業

の
代
わ
り
に
工
業
や

「建

設
用
地
」
に
す
る
こ

と
は
、
当
た
り
前

の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
経

済
、
な
い
し
G
D
P
や
税
金
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
尺
度

で
土
地

・

農
業

の
価
値
を
は
か
り
、
食
糧
安
全
保
障
や
そ
れ
ら
の
社
会
的
、
文

ハ
の
　

化
的
価
値
お
よ
び
生
態
維
持

・
環
境
保
護

の
価
値
を
完
全
に
無
視
し

て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
の

一
方
的
な
経
済
的
論
理

の
流

行
に
よ

っ
て
、
漸
江
省

の

一
部
の
地
方

で
は
、

「無
糧
郷
鎮
」
(食
糧

を
生
産
し
な

い
郷
鎮
)
な
い
し

「無
糧
県
」

(食
糧
を
生
産
し
な
い

県
)
ま
で
を
も
打
ち
出
し
、
ま
た
、
蘇
南
地
域

の
多
く
の
官
僚
は
、

「魚
と
米

の
里
」
と

い
う
文
化
的
な

シ
ン
ボ
ル
ま
で
も
否
定
す
る
こ

ム
お
　

と

に
な

っ
た

の

で
あ

る

。

日

農
業
の
変
容
と
食
糧
生
産
量
の
激
減

一
方
、
同
じ
経
済
合
理
主
義

の
考
え
で
、
農
業
が
完
全
に
放
棄
さ

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
農
業
そ
の
も
の
が
変
身

さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「農
業
構
造
調
整
」
の
名
目
で
食
糧

の
栽
培
を
中
心
と
す

る

「伝
統
農
業
」
か
ら
、
花
や
野
菜
、
園
芸
、

観
光
農
業
と
い
う
よ

う
な

「都
市
型
の
農
業
」
や

「生
態
観
光
型
農

業
」
を
中
心
と
す
る

「現
代
農
業
」

へ
の
転
換

で
あ
る
。
そ
れ
は
近
年
長
江
デ
ル
タ
地
域

に
お
い
て

一
種

の
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
い
る
。
例

の
南
京
市
は
、
農
業

の
方
向
を
野
菜
、
花
、
水
産
、
草
食
家
畜
家
禽

と
、
観
光
農
業
を
柱

と
す
る

「都
市
観
光
型
農
業
」
と
位
置
づ
け

て
い
る
が
、
観
賞
用
樹

木

・
花

の
栽
培
面
積
だ
け
が
二
〇
〇
四
年
に

は
二
三
万

ム
ー
に
も

蝕まれた土地197



表1長 江デルタ地域の耕地 と食糧生産の変動(1984-2003年)

地域 年度
耕地面積

(万ha)

食糧栽培面積

(万ha)

農作物栽培面積

に占める率(%)

食糧生産量

(万 トン)

上海市

・;.

1990

1996

2000

2003

34.6

32.3

30.1

:・

25.7

48.6

41.7

35.4

25.9

14.8

66.1

66.1

62.1

49.6

35.4

252.3

244.4

234.8

174.0

...

漸江省/

漸東北6市

・;,

1990

1996

2000

2003

183.8(78年)

172.3

161.4/93.0

160.8/93.2

159.2/93.0

348.3

326.6

287.7/158.6

230.0/119.2

142.8/75.7

76.9

74.5

72.8/-

64.7/59.7

50.4/46.2

1817.2

1586.1

1516.8/899.7

1217.7/687.2

793.4/461.8

江蘇省/

蘇南5市

・;.

1990

1996

2000

2003

462.1/115.5

455.8/112.9

506.2/108.2

500.8/118.3

485.8/108.5

656.7

636.3

587.7

530.4/106.1

465.9/71.2

76.5

77.0

74.3

66.8/61.0

60.7/50.3

3353.6/990.0

3264.2/897.9

3476.4/917.3

3106.6/718.6

2390.6/460.6

注:漸 江省関係部門の調査によれば、同省の実際の耕地面積は統計上のそれより

「遥かに少ない」。

出所:『 上海統計年鑑』、『漸江統計年鑑』、『江蘇統計年鑑』各年度版。

な
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
倍
増
に
な

っ
た
。
杭
州
市

は

一
五

の

「市
級
休
閑
観
光
農
業
示
範
点
」
(
レ
ジ

ャ
ー
観
光
農
業
モ

デ

ル
地
域
)
を
も
作

っ
た
が
、

二
〇
〇
六
年

に
は
さ
ら
に
三
〇

の
地
区
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
無
錫
市

に
は
二

〇

の

「全
国
農
業
観
光
示
範
点
」
(全
国
農
業
観
光

モ
デ
ル
地

ムふ
　

域
)
を
建
設
す
る
計
画
も
あ
る
。

一
連

の
調
整

に
よ
っ
て
、
地

域
全
体

の
食
糧
栽
培
面
積
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

(表
1
)、
農

作
物
栽
培
総
面
積
に
対
す
る
比
率
も
下

が
る

一
方
で
あ
る
。
例

え
ば
、
上
海
、
南
京
、
蘇
州
で
は
二
〇
〇

三
年
に
は
い
ず
れ
も

三
割
に
ま
で
落
ち
込
み
、
漸
東
北
六
市
も
五
割
を
下
回

っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
江
蘇
省
全
体
は

一
九
八

四
～
二
〇
〇
三
年

の
二

〇
年
間

で
二
〇
〇
万
㎞
が
削
減
さ
れ
、
う
ち

一
九
九
八
年
か
ら

の
五
年
間
だ
け

で

一
二
八
・七
万
㎞
の
激
減
を
も
見
せ
て
い
る

ムふ
　

の
で
あ
る
。

工
業
と
都
市
の
拡
張
に
よ
る
外
部
か
ら

の
蚕
食
、
お
よ
び
農

業
内
部

の

「構
造
調
整
」
に
よ
る

「現
代

農
業
」
か
ら
の
囲

い

込
み
に
よ
っ
て
、
長
江
デ
ル
タ
地
域

の
食

糧
生
産
量
は
激
減
し

て
い
る
。
表

1
が
示
す
よ
う
に
、
二
〇
〇

三
年
の
生
産
量
を

一

九
八
四
年
と
比
べ
れ
ば
、
上
海
市
は
六

〇
・八
%
、
漸
江
省
は

五
六
・三
%
、
江
蘇
省
は
二
八
・七
%
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

上
海
は
二
〇
〇
三
年
ご
ろ
に
は
中
央
政
府

に
対
し
て

「食
糧

の

生
産
量
を

一
〇
〇
万
ト
ン
に
維
持
す
る
」

と
い
う

「軍
令
状
」

　お
　

を
約
束
し
た
が
、
結
局
守
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

一
九
八
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○
年
代
半
ば

に
食
糧

の

「自
給
自
足
」
を

一
度
達
成
し
た
漸
江
省
で

は
、
二
〇
〇
三
年
に
な

っ
て
そ

の
生
産
量
は
八
〇
〇
万
ト
ン
を
割

っ

て
同
省
消

費
量

(
二
〇
〇

二
年

が

一
九

二
六
万
ト

ン
)
の
四

一
・

二
%
に
し
か
当
ら
な
い
水
準
に
激
減
し
た
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
同
省

の
農
民
さ
え
食
糧

の
完
全
自
給
を
も
実
現

で
き
ず
、

一
八
・
二
%
の

農
民
が
市
場
か
ら
食
糧
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
報
告
さ
れ

バふ
　

て
い
る
。

一
方
の
江
蘇
省

は
、

一
九
九
〇
年
代
中
期
ま
で
中
国
有
数

の
食
糧

主
産
地
と
輸
出
地
で
あ

っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
を
境
に
純
輸
入
地
に

転
落
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
二
〇
〇
三
年

の
食
糧
生
産
量
は

一
九
九

六
年
よ
り

=

○
○
万
ト
ン
近
く
も
減

っ
て
、
う
ち
蘇
南
五
市
が
そ

れ
の
半
分
ま

で
減
少
し
た
。
特

に

一
九
九
八
～
二
〇
〇
三
年
間
の
減

少
は
激
し

い
が
、
省
全
体

の
生
産
量
が
三
四
六
三
・
四
万
ト

ン
か
ら

二
三
九
〇

・六
万
ト
ン
へ
と
三
〇

・八
%
減
り
、
う
ち
蘇
南
五
市
は
八

四
六
・五

万
ト

ン
か
ら
四
六
〇
・六
万
ト

ン
へ
と
四
五
・六
%
も
暴
落

ムめ
　

し
た
。
蘇
州

の
状
況
変
動
は
最
も
猛
烈

で
あ
る
が
、
そ
の
食
糧
栽
培

面
積
が

一
九
九
七
年

の
四
〇
万
㎞

(う
ち
水
稲
が
二
四
万
㎞
)
か
ら

二
〇
〇
四
年

の

一
六
・
三
万
㎞

(同

=

万
㎏
)
に
、
生
産
量
が
同

二
八
〇
万

ト
ン
か
ら

一
一
〇
・五
万
ト
ン
に
、
数
年
間

で
い
ず

れ
も

六
割
も
減

少
し
た
。

一
九
七
〇
年
代
半
ば

に
毎
年

一
〇
〇
万
ト

ン
前

後

の
食
糧
を
輸
出
し
て
い
た
蘇
州
は
、
二
〇
〇
三
年
以
降
年
間
約

二

〇
〇
万
ト

ン
の
食
糧
を
他
地
域
か
ら
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

ム
　
　

自
給
率

は
三
五
%
前
後
ま
で
落
ち
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
か
る
耕
地
と
食
糧
生
産
量
激
減

の
問
題

に
対
し
て
、

長
江
デ
ル
タ
地
域
の
多
く

の
地
方
指
導
者
は
あ
ま
り
問
題
視
を
し
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
彼
ら

は
、
そ
れ
を
経
済
的
合

理
性
に
そ
っ
た
地
域
間

の
分
業
や
工
業

へ
の

「特
化
」
の
自
然
な
結

果
と
し
て
み
て
お
り
、
ま
た
は
中
央
政
府
が
取

っ
た

「最
も
厳
格
な

ムお
　

耕
地
保
護
政
策
」
に
不
満
を
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、

こ
の
よ
う
な
工
業

の
拡
張
に
よ

っ
て
蓄
積
さ
れ
た
経
済
力
が
あ

っ

て
、
今

の
と
こ
ろ
は
他
地
域
か
ら
食
糧
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
「食
糧
安
全
」
の
問
題
を
感
じ
て
い
る
に
は
至

っ
て
い
な

い
。

だ
が
、
多
く
の
耕
地
、
特

に
水
田
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
工
場
群

や
住
宅
、
お
よ
び

「贅
沢
」
と
い
う
し
か
な

い
ほ
ど
の
広

い
道
路
、

莫
大
な
都
市

「広
場
」
に
変
え
た
こ
と
は
、
巨
大
な
生
態
系
の
破
壊

の
危
険
性
を
は
ら
み
、
か

つ
そ
れ
を
現
実
的
な
も
の
に
転
化
す
る
お

そ
れ
も
否
定
で
き
な
い
。

中
国
科
学
院
南
京
土
壌
研
究
所
の
専
門
家
た
ち
は
、
水
稲
栽
培
面

積

の
安
定
が
長
江
デ
ル
タ
地
域

の
持
続
可
能
な
発
展

の
生
態
的
礎
石

で
あ
る
と
警
告
を
出
し
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
地
勢
の
低

い
同

地
域
で
は
雨
季
に
は
洪
水

の
脅
威
が
大
き
い
が
、
稲
作
農
業
の
土
台

と
し
て
の
水
田
は
洪
水
の
防
止
に
莫
大
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
水

田
と
い
う
人
工
湿
地
は
、
吸
水
の
能
力
が
高

く
常
態
で
は

一
〇
㎝
、

大
雨

の
場
合
に
は

一
五

㎝
ほ
ど
の
貯
水
層
を
維
持
す

る
こ
と
が
で

き
、
条
件

の
優
れ
た
水
田

一
㎞
は
、
同
じ
面
積

の
畑
地
よ
り

一
五
〇

〇
、m
の
貯
水
量
能
力
を
持

っ
て
い
る
。
試
算

に
よ
れ
ば
、
長
江
デ
ル
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タ
地
域

の

「水
田
ダ
ム
」
の
貯
水
量
は
、
太
湖

の
多
年
平
均
貯
水
量

(四
四
・
三
億
。m
)
の
二
・五
倍
に
も
当
た
る
と

い
う
。

こ
の
ほ
か
、

水
田
は
、
土
壌
流
失

の
防
止
や
空
気

の
浄
化
、
気
温
の
調
節
な
ど
、

「
お
金
で
買
え
な
い
」
生
態
維
持

・
環
境
保
全

の
効
果
を
持

っ
て
い

ム
　
　

る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
数
千
年
間
で
培
わ
れ
た
水
田
、
そ
し
て
自
然
に
応
じ
て

維
持
さ
れ

て
き
た
長
江
デ
ル
タ
地
域

の
稲
作
農
業
は
、
こ
の
十
数
年

間
で
崩
壊

の

一
途
を
辿

っ
て
き
て
い
る
。
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
同
地

域

の
耕
地

・
水
田
は
、
現
在
は
食
糧

の
提
供
よ
り
も
生
態
維
持

の
意

味
が
高

い
が
、
後
者
か
ら
見
て
も
そ
の
減
少
が
す
で
に
限
界
を
突
破

し
た
と
い
う
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、

一
九
九
九
年

の
豪
雨
期
に
太
湖

地
域

の
雨
量
が

一
九
九

一
年
の
そ
れ
よ
り
小
さ
い
も
の
の
、
被
害

は

ムわ
　

遥
か
に
大
き
か

っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
も
う

一
つ
の
証
拠
は
、
長
江
の
北
岸
の
盆
地

・
興
化
市
に

あ
る
。
同
市

の
水
利
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
市

の
警
戒
水
位

は

一
・八

m
で
あ
る
が
、

一
九
九

一
年
の
暴
雨
期

に
降
雨
量

=

○
○

㎜
の
場

合

の
水
位

が
三
・三
四
m
で
あ

っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年

に
は
わ
ず

か
五
二
七

㎜
の
降
雨
量
で
水
位
が
三
・
二
四

m
ま
で
も
上

昇
、
そ
し

て
二
〇
〇
六
年
に
は
三
三
〇
㎜
し
か
降
ら
な
か

っ
た
に
も

ムお
　

か
か
わ
ら
ず
、
水
位

が
三

m
を
超
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
自
然
か
ら

の
復
讐
は
確
実
に
起

こ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

■
一

環
境
危
機
の
も
と

で
の
土
地
と
農
業

ブ

レ
ー
キ
が
か
か
ら
な
い
ほ
ど
の
急
激
な

工
業
化

の
も
う

一
つ
の

結
果
は
、
生
態
環
境

の
悪
化
で
あ
る
。
酸
性
雨

の
普
遍
化
、
水

の
汚

染
と
そ
れ
に
連
動
す
る
深
刻
な
水
不
足

(「水
質
性
鉄
水
」)
、
地
下

水

の
過
度
採
集
と
そ
れ
に
よ
る
地
盤
沈
下
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
最
終

的
な
受
け
皿
と
し
て
の
土
地

・
土
壌

の
破
壊
な

ど
、
複
合
的
な
環
境

汚
染
と
生
態
破
壊

の
局
面
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
長
江
デ
ル
タ
地
域

全
体
は
、
中
国
経
済
の

「牽
引
車
」
を
演
じ

る
と
同
時

に
、
中
国
環

境

の
悪
化
を
も
代
表
す
る
新
た
な
生
態
脆
弱
地
帯
と
も
な

っ
た

の
で

あ
る
。

H

頻
発
す
る

「事
故
」
と

「事
件
」

二
〇
〇
五
年
六
月
二
七
日
八
時
ご
ろ
、
漸
江
省
嘉
興
市
秀
洲
区
新

膣
鎮

の
浄
水
場
は
、
や
む
を
得
ず
給
水
停
止
と
な

っ
た
。
そ
の
取
水

源
は
、
江
蘇
省
呉
江
市

(蘇
州
市
所
轄
)
の
銅

羅
鎮
に
あ
る

「呉
江

恒
祥
酒
精
有
限
公
司
」
の
近
辺
に
あ
る
が
、
汚
水
排
出
に
よ
り
水
源

ム
　
　

が
汚
染
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

浄
水
場

の
取
水
源
は
、
呉
江
と
嘉
興
を
貫
く
京
杭
大
運
河

の

一
部

と
し
て
の
瀾
渓
塘

に
あ
る
。
嘉
興
市
環
境
保
護
局

の
観
測

に
よ
る

と
、
「
一
級
保
護
区
」
と
さ
れ
る
そ
の
取
水
源

の
水
質
は
、
C
O
D

含
有
量
が

一
4
当
た
り

一
=
二
㎎
で
許
容
値
上
限

の
四
倍
を
超
え
て



い
る
。
浄

水
場
の
傍
に
あ
る
水
産
養
殖
場
も
汚
水
に
侵
入
さ
れ
、
養

殖
さ
れ
た
蝦
が
全
滅
に
な
り
そ

の
死
体
が
赤
色
に
な
り
水
面
に
漂

っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、

一
㎞
ほ
ど

の
墨
汁

の
よ
う
な
汚
水
の
団
塊
は
悪

臭
を
放
ち
な
が
ら
悠
々
と
支
流
に
流
れ
て
い
く
が
、
秀
洲
区
で
は

一

〇
万
ム
ー

ほ
ど
の
水
田
が
灌
概

不
能
と
な
り
水
稲

の
栽
培
が
で
き

ず
、
ま
た

一
万
ム
ー
ほ
ど
の
養
殖
水
面
も
被
害
に
遭

っ
た
。
魚
や
家

鴨
な
ど
の
死
亡
損
失
だ
け
で
、
二
〇
〇
〇
万
元
以
上
に
上

っ
た
と
推

算
さ
れ
て

い
る
。

六
月
二
九
日
、
浄
水
場
は
供
水

の
影
響
を
脱
し
た
が
、
そ
の
水
は

洗
濯
し
か

で
き
な
い
水
質
の
ま
ま

で
あ

っ
た
。
商
品
と
し
て
の
桶
詰

め
の
浄
化

水
が
売
切
れ
、
新
膣
鎮

の
三
万
の
居
民
は
水
不
足
と
い
う

パ

ニ
ッ
ク
状
態
か
ら
ま
だ
正
常
な
生
活
に
戻

っ
て
い
な

い
。
昼
ご
ろ

に
は
三
九
度

ま
で
に
も
上
昇
す
る
高
温
の
な
か
、
飲
用
水
を
運
送
す

る
消
防
車

か
ら
の
配
水
を
待

つ
市
民

の
列
は
、

「江
南
水
郷
」
か
ら

は
想
像
も

で
き
な
い
異
様
な
光
景

で
あ

っ
た
と
い
う
。

今
回
の
汚
染
事
件
は
、
政
府
関
係
者

は
、
そ
の
範
囲
と
程
度
か
ら

い
え
ば
、
嘉
興
に
お
い
て

「史
上
未
見
な
こ
と
だ
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
し
か

し
、

一
九
九
〇
年
代
初
め
か
ら
、
上
流
に
あ
る
急
成
長
し

て
き
た
呉
江
市
盛
澤
鎮
の
捺
染
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
数
千
軒
の
工

場
に
よ
る
廃
水
排
出
で
、
嘉
興
北
部
地
域
は
文
字
通
り
の

「公
害
」

を
連
年
に
受
け
、
二
〇
〇
五
年
五
月
か
ら
計
算
し
て
浄
水
場
の
汚
染

だ
け
で
も
今
度
で
四
回
目
で
あ
る
。
九
〇
年
代
の
統
計

で
は
秀
洲
区

の
み
で
十
数
万
ム
ー
の
水
田
が
被
害
を
受
け
、
漁
業
損
失
は
五
五
〇

○
万
元
で
あ

っ
た
。

X
10
0

1
年
の
三
回
の
被
害
で
、
農
業
と
漁
業

の
損
失
も
莫
大
で
あ

っ
た
が
、
賠
償
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
秀
洲
区
王

江
浬
鎮
と
西
堰
鎮

の
数
千
の
農
民
は
、

=

月

二
二
日
の
夜
、
作
業

機
械
を
使

っ
て
汚
水
河
川
の
塞
き
止
め
行
動
を
と

っ
た
。
呉
江
側
も

数
千
人
を
動
員
し
て
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
が
、
双
方

の
対
峙

が

「戦
争
の
雰
囲
気
」
を
作
り
出
し
、
結
局
中
央
政
府
の
強
力
な
関

ムあ
　

与
で
こ
と
な
き
を
得
た
の
で
あ
る
。

今
回

の
汚
染
損
害
事
件
は
、

「加
害
者
」
を
他
地
域
か
ら
洗

い
出

す
こ
と
も
で
き
た
の
で
再
び
大
騒
ぎ

に
な
り
中
央
政
府

の
関
与
と
江

蘇
、
漸
江
両
省
当
局
の
緊
張
を
招
い
た
が
、
実

に
嘉
興
地
域
内
部
の

工
場
に
よ
る
汚
染
損
害
事
件
は
後
を
絶
た
ず

に
頻
発
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
同
事
件
よ
り

一
か
月
前

の
五
月
中
旬
、
中
国
現
代
の
著
名
小

説

『春
蚕
』

の
故
郷

・
桐
郷
市
鳳
鳴
街
道

の
数
村
で
は
、
フ
ッ
化
物

中
毒
で
蚕

の
卵
大
量
死
亡
事
件
が
起
こ
っ
た
。
地
元
に
あ
る
煉
瓦
工

場
や
セ
メ
ン
ト
工
場
に
よ
る
排
気
、
煙
塵
排
出

で
桑
葉
か
ら
許
容
値

上
限
の
四
倍

に
も
あ
た
る
フ
ッ
素
が
検
出
さ

れ
た
た
め
、
数
百

の
農

民
が
五
月

一
七
日
に
高
速
道
路
を
占
拠
し
訴

え
て
い
た
。
蚕

の
卵
の

フ
ッ
素
中
毒
は
、
嘉
興
、
湖
州

一
帯

の
養
蚕
農
家
が
常
に
直
面
す
る

大
き
な
脅
威

で
あ
る
。
数
年
前
か
ら
養
蚕
の
季
節
に
な
る
と
、
地
方

政
府
は
関
係
工
場
に
操
業
停
止

の
措
置
を
と
り

「消
防
隊
」
の
役
を

担

っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
養
蚕
農
家

の
被
害
は
免
れ
な

い
。

二
〇
〇
五
年

の

一
年
間
に
、
両
地
域
で
死
亡
し
た
蚕
の
卵
は
合
計
六

万
枚

(
一
枚
か
ら
約
三
〇
㎏
の
繭
を
生
産

で
き
る
)
ほ
ど
で
あ
る
。
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表2長 江デルタ地域の汚染 「事故」と 「事件」(2005年)

2
月

4

月

5
月

6
月

7
月

8
月

23日 、常州市武進区奔牛鎮西顧村の村民は近 くにある化学工場を包囲 し侵害の停止

と損害賠償を求める。翌日、警察は村民7人 を逮捕。140人 ほどの自然村であるが、

2001年 か ら癌が多発、2005年 だけで5人 が死亡、 うち50歳 代が4人 。また、2人 は

「血液病」にかかっていると診断された。(筆 者調査)

無錫市郊外にある電化工場が毒ガス漏れで88人 が中毒、大量の居民が出動し高速道

路312号 線 を占拠。(『 南風窓』2005.9.19)

丹陽市(鎮 江市所轄)皇 塘鎮に流れる戦備河が沿岸の化学工場の汚染で黒く濁って悪

臭を放ち、当該鎮2万 ムー以上の水田が灌概不能となり、鎮の浄水場の取水口も汚染

された。下流にある武進区夏渓鎮三星村の村民が、被害を防ぐためダムを作 り汚水を

堰き止める行動を行った。(新 華通信社2005.5.12)

17日 、桐郷市(嘉 興市所轄)鳳 鳴街道の数村1000ほ どの養蚕農家の蚕の卵がフッ化

物中毒で大量死、数百人の農民が高速道路を占拠して訴える。

(『中国経済時報』2005.6.13)

宜興市(無 錫市所轄)数 鎮十数の村で合計1万 ムー以上の水稲が汚水灌概で枯死、魚

とカニなども大量死。(『 中国環境報』2006.1.17お よび筆者調査)

12-24日 、揚州市祁江区公道鎮三界村では、2度 にわたって上流にある化学工場の汚

水排出で魚 と蝦が大量死、稲の苗の根が枯れ、水田で作業をしている農民の手足も潰

燗。「農民の怒 りが高まっている」。(『 東方法治導刊』2005年 第8期)

19-22日 、宜興市新荘鎮核心村、1200ム ーほどの水稲が汚水灌瀧で枯れていたことを

受け、数百人の村民が3日 間道路を占拠、さらに汚水排出源と思われる化学工場 と村

民委員会をつぶした。(筆 者調査)

21日 、泰興市(泰 州市所轄)馬 旬鎮では、化学薬品漏れによる事故が発生 し、村民

数千人が四方に逃散。

同日、杭州市濱江区浦沿鎮段の銭塘江(広 さ300m)5㎞ の水面で魚が大量死。数軒

の化学工場の廃液排出で河水が醤油色を呈した。年初からは、ほぼ毎月同類現象が現

れるという。(http://cn.chemnet.com/news)

26-30日 、湖州市長興県煤山鎮数村の農民が地元にある天能電池工場を包囲、生産停

止あるいは移転を要求し、農民と工場側が5日 間対峙、少なくとも4人 がけが。

(http://wwwpublicbbs.com/BBSdetail.aspx?id=8281)

4-16日 、紹興市所轄の新昌県と燥県に隣接する黄泥橋村などの農民が近 くにある製

薬工場を包囲、企業 ・政府 と交渉、15日 には数千人が工場 ・警察と衝突になり 「7.15

事件」 と名づけられる。村側に流れる新昌江の魚と蝦が全滅、村の井戸水も使えな

く、農民が自家生産の米さえ食べられず。周辺数村では癌患者が急に増え、肝臓病の

患者は全人口の50%前 後 を占める。

(『経済観察報』2005.7.23;中 国選挙與治理網2005.7.27)

姜堰市(泰 州市所轄)顧 高鎮の浄水場が上流の泰興市新街鎮のある化学工場により汚

染され、給水停止の事態を招 く。(筆 者調査)

20日 、前出長興県煤山鎮数村の農民数千人が再び電池工場を包囲、工場 ・警察 と衝

Zoe



8
月

9

月

10
月

12

月

突 、 公 安 車輌 が 破壊 され、 数 人 が 負傷 。 また数 人 が 逮 捕 され た。

(http://wwwzjcxnews.com.cn;http://wwwpublicbbs.com/BBSdetail.aspx?id=8281)

27日 、 金 壇 市(常 州 市 所 轄)金 城 鎮 上 荘 村 、 近 くに あ る化 学 工 場 の毒 ガ ス 漏 れ 事 故

で、1500ム ー ほ どの 農 作 物 が枯 死 、30余 りの 村 民 が 入 院 。 当該 工 場 に は毎 年 事 故 が

あ り、 今 度 は今 年 で2回 目。(http://cn.chemnet.com/news)

10日 、宜興市大浦鎮洋渚村の血液癌患者張国君(補 助金援助者である 「低保戸」)

は、親戚の援助で養殖 した魚が、ある電池工場の汚水排出で大量死、損失は30万 元

と推定。(『 新華日報』2006.1.11)

15日 、常熟市海虞鎮にある化学工場の毒ガス漏れ事故で、周辺の村民と小学生多数

が入院。(『 現代快報』2005.9.16)

15日 、杭州市余杭区良渚鎮小洋鰯村、近辺にある屠畜場がアンモニア漏れで村民が

緊急移転、20人 ほどが入院。亡 くなった母親の霊枢を守っている村民某氏が防毒マ

スクをかぶったが倒れて入院。事故一週間になっても、一部の村民は影響を恐れて村

に帰らず。近 くの河が暗黒色になり、野菜などの植物も枯死。

(『青年時報』2005.10.21)

27日 、丹陽市開発区ある化学工場の毒ガス漏れ事故で、周辺に住む千人余りの農民

が緊急移転。(『 揚子晩報』2005.10.28)

19日 、前出泰興市馬旬鎮の浄水場が上流にある化学工場の汚染で再び給水停止。同

市では、当年ほかにも2軒 の浄水工場が汚染で給水停止となる事故が発生。

(泰州新聞網2005.12.22お よび筆者調査)

こ
れ
は
、
飼
養
量
の

一
二
%
を
占
め
、
そ

の
結
果
数
万
の
農
家

ムあ
　

が
減
収
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

嘉
興
の
汚
染
被
害
状
況
は
、
長
江
デ
ル
タ
地
域
の
環
境
汚
染

地
図
の
縮
図
に
過
ぎ
な

い
。
工
業
汚
染
で
大
面
積
に
お
よ
ぶ
農

作
物

の
枯
死

・
無
収
穫
や
水
産
資
源
の
大
量
死
事
件
が

一
九
九

〇
年
代
前
半
か
ら
同
地
域

に
頻
発
し
て

い
る
。
嘉
興

の
向

い

側
、
太
湖

の
西
岸
に
あ
る
宜
興
市
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
化
学
工

場
の
排
気

・
排
水
に
よ

っ
て
大
規
模
な
汚
染
事
故
と
環
境
被
害

に
関
す
る
暴
動
も
九
〇
年
代
後
半
か
ら
多

発
し
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
報
道
さ
れ
た
大
き
な
事
件
だ
け
で

も
、

一
九
九
七
年

一
〇
月
に
洋
渓
鎮

(現
周
鉄
鎮
)
で
勃
発
し

た

一
万
人
ほ
ど
の
農
民
が
参
加
し
た

"
一
〇
・八
事
件
"
、
二
〇

〇
二
年
七
月
に
南
漕
鎮
数
千
農
民
が
参
加

し
た
汚
染
抗
議
事

件
、
ま
た
二
〇
〇
五
年
六
月
中
旬
に
、
新
荘
鎮
核
心
村

で
起
き

た
三
日
間
続
い
た
集
団
暴
動

(参
加
者
は
合
計
数
千
人
)
な
ど

ム
め
　

が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
国
国
家
環
境
保
護
総
局
関
係
者

の
報
告
に

よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
の

一
〇
年
間

で
、
中
国
全
土
で
環

境
汚
染
に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
た

「群
体
性
環
境
事
件
」

(集

団
性
環
境
事
件
)
は

=

・六
倍
も
増
え
、
年
間
平
均
で
二
八
・

八
%
増
加
し
た
が
、
長
江
デ
ル
タ
地
域

は
二
〇
〇
三
年
以
降
、

ムれ
　

全
国

の
同
類
の
事
件

の
四
割
前
後
を
占

め
て
い
る
。
そ
の
総
数

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
筆
者
が
収
集
し
た
二
〇
〇
五

年
に
起
き
た
ご
く

一
部

の
事
例
を
見
た
だ
け
で
も
、
事
故

・事

zo3‐ 蝕 まれ た土地



件

の
発
生
頻
度
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る

(表
2
参
照
)。

〔
日

脅
か
さ
れ
る
生
態
と
環
境

事
故
、
事
件
と
し
て
の
環
境
被
害
は
、
常

に
利
潤
の
最
大
化
を
追

求
す
る
企
業

に
よ
る
汚
染
物

の

「不
法
排
出
」
に
原
因
を
求
め
ら
れ

る

(企
業

の
い
わ
ゆ
る

「内
部
不
経
済

の
外
部
化
」
)
。
そ
の
背
後
に

は
、
G
D
P
と
税
収

の
拡
大
と
そ
れ
に
連
動
す
る

「業
績
」

の
創
出

に
執
心
す
る
た
め
に
起
き
る
地
方
政
府

の

「環
境
保
護
」

へ
の
怠
惰

ム
が
　

が
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

一
歩
退

い
て
い
え
ば
、
た
と
え
全

て

の
企
業
が
法
律
を
厳
守
し

「達
標
排
放
」

(基
準
値
を
満
た
す
汚
染

物
排
出
)

を
行
う
と
仮
定
し
て
も
、
工
業
部
門
に
よ
る
際
限
の
な
い

事
業

・
利
潤
拡
張
志
向
は
、
必
ず
汚
染
物
排
出
総
量

の
増
大
に
つ
な

が
り
、
結
局
累
積
効
果
で
環
境

の
許
容
範
囲
を
超
え
、
そ
の
悪
化
を

招

い
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
長
江
デ
ル
タ
地
域

の
環
境
悪

化
と
被
害
が
、
「事
故
」
・
「事
件
」
と
い
う
点
と
線

の
次

元
を
超
え

て
、
そ
れ
が
日
常
的
な

「状
態
」
と
な
る
重
大
な
背
景
を

形
成
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
状
態
は
、
天
空
、
地
面

・
水
面

と
地
下
が
と
も
に
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
、
立
体
的
か

つ
複
合
的
な
汚

染

を
招
く
現
象
に
現
れ

て
い
る
。

ω

酸
性
雨

の
普
遍
化

そ
の

一
つ
は
、
酸
性
雨
の
普
遍
化
で
あ
る
。
長
江
デ
ル
タ
地
域
全

体

が
早
く
も

一
九
九
〇
年
代
初
に
、
中
国
有
数
の
深
刻
な
酸
性
雨
地

域

の

一
つ
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
以
降
も
悪
化
の
勢

い
が
加
速
さ
れ
て

い
る
。
江
蘇
省
長
江
沿
岸
八
都
市
の
う
ち
、

二
〇
〇
五
年

の
酸
性
雨

発
生
頻
度
は
揚
州

の
六

四
・七
%
を
最
高
に
、
蘇
州
の
六
〇
・四
%
と

続
き
、

い
ず
れ
も

一
九
九
五
年

(無
錫
三
七

・九
%
)
と

二
〇
〇
〇

ム
　
　

年

(南
通
五
〇
・六
%
)
の
最
高
記
録
を
塗
り
替
え
た
。

一
方

の
漸

江
省

の
状
況
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
深
刻
で
、
全
省

の
酸
性
雨
発
生
率

が
二
〇
〇
三
年

に
は
八
九
・五
%

(
二
〇
〇
〇
年
が
六
七
・八
%
)
に

も
達
し
て
お
り
、
う
ち
杭
州
、
寧
波
、
紹
興
、
舟
山
な
ど
の
観
測
点

の
降
水
田
値
が
四
・五
を
下
回

っ
て

「重
度
酸
性
雨
」
地
域
と
認
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
江
デ
ル
タ
地
域

一
五
都
市

の
う
ち
、

一

四
都
市
が
全
国
レ
ベ
ル
の

「酸
性
雨
抑
制
地
区
」
と
な
っ
た
が
、

一

部

の
地
方

の
降
水
田
値
が
常

に
四
・○
を
下
回
り
、
最
低
の
場
合
は

ムれ
　

>>1.O
六
と
い
う
異
常
な
記
録
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。

②

「水

の
国
」
か
ら

「汚
水
の
国
」

へ

高
密
度
で
は
あ
る
が
地
域
的
に
限
定
さ
れ
る
酸
性
雨
に
比
べ
、
至

る
所
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
水
汚
染
は
、

河
と
湖
、
お
よ
び
農
家

近
辺

の
小
河
に
ま
で
現
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
長
江
デ
ル
タ

地
域

の
経
済
お
よ
び
文
化

の
繁
栄
は

「水
郷

沢
国
」
と
し
て
の
水

の

豊
か
さ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
特

に

「江
南
水
郷
」
と
称
さ
れ

る
太
湖
流
域
は
、
太
湖
を
中
心
に
長
さ
合
計

一
二
万
㎞
の
河
川
-

一
㎞
当
た
り
の
土
地
に
平
均
三
・三
㎞
の
河
流
、
水
域
は
五
五
五

一

ムれ
　

㎞
1

が
縦
横
に
交
錯
し
て
い
る
水
網
地
帯

で
あ
る
。
し
か
し
、
水

を
生
存

の
基
盤
に
し
、
か

つ
そ
れ
自
身
に
よ

っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る

こ
の

「水

の
国
」

は
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
「汚
水

の
国
」

へ
と

Zoo



表3太 湖流域河川水質の変動状況

%単位

年度 観測河長㎞ 1-II類 III類 N類 V及 び劣V類

1987 1,199 15.3 23.6 39.0 22.1

1992 1,166 8.2 18.7 35.2 37.9

1996 1,240 0 13.9 36.9 49.2

2000 1,598 0.7 18.7 27.2 53.4

2004 2,529 0 6.5 15.3 78.2

出所:水 利部太湖流域管理局 「太湖流域及東南諸河水資源公報2004」、葉寿仁等

「太湖流域水資源與水環境」『中国水情分析研究報告』2001年 第13期 。

変
身
を
遂
げ
て
き
た
の
で
あ

る
。地
域
の
根
幹
で
あ
る
長
江

を
例

に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
中

国
七
大
河
川
の
中

で

「水
質

が

一
番

い
い
」、
下
流
の
江

蘇
断
面
は
、
常
に
n
l
m
類

水

の
基
準
値
を
満
た
す
も
の

と
環
境
保
護
当
局
か
ら
報
告

さ
れ
て
い
る
が
、
専
門
家
は

長
江
全
体
と
し
て
は
、
す
で

に

「早
期
癌
」
に
か
か

っ
て

　
　
　

い
る
と
指

摘

し

て
い
る
。

『江
蘇
省
水
資
源
公
報
』

に

よ
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年
、
同

省
長
江
流
域
に
あ
る
七

つ
の

「水
資
源
保
護
区
」
と
五
八

の

「
飲

用
水

源
区

」

の
う

ち
、
基
準
値
を
満
た
す
も

の

は
そ
れ
ぞ
れ
ゼ

ロ
と

一
一
で

あ
る
。
一
方
、
地
域

の
心
臓
と
も

い
え
る
太
湖

の
水
質
に
つ
い

て
は
、

「約
十
年
ご
と
に

一
ラ
ン
ク
下

が
る
」

と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で

悪
化
し
て
き
て
い
る
。

一
九
八

一
年

の
調
査

で
は
、
そ
の
水
域
の
六

九

%
が
H
類
水
、
三
〇
%
が
m
類
水
、
W
類
水
が

一
%
の
み
で
あ
っ

　
む
　

た
が
、
九
〇
年
代
半
ば
に
な
っ
て
中
国
に
お
い
て
汚
染

の
最
も
深
刻

な

「三
河
三
湖
」
(
ほ
か
に
は
准
河
、
海
河
、
遼
河
と
安
徽
省

の
巣

湖
、
雲
南
省
の
潰
池
)
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
陥
ち
込
ん
だ
。
九
六
年
に

始
ま

っ
た

「第
九
次
五
力
年
計
画
」
期
に
、
中
央
政
府
が
二
〇
〇
〇

年

を
め
ど
に

「
キ
レ
イ
に
な

る
」
と

い
う
目

標
を
出
し

「重
点
処

理
」
地
域
と
さ
れ
て
き
た
が
、
計
画
期
間
が
切

れ
て
も
流
域
内

の
工

業
廃
水

(三
二
・
四
億
。m
、
工
業
企
業
数
が
六

万
軒
ほ
ど
)
と
都
市

部
生
活
廃
水

の
排
出
量
が
合
計
五
三
・三
億
,m

(
一
九
八
七
年
に
は

三
六
億
。m
)
に
ま
で
も
増
え
た
。
し
か
も
太
湖

の
多
年
平
均
貯
水
量

を
も
大
幅

に
超
え
た
た
め
、
「キ
レ
イ
に
な

る
」
と
の
目
標
は
、
破

産

し
た
も
同
然

で
あ
る
。
八
七
%
の
観
測
点

の
水
質

は
W
類
と
そ
れ

以
下
で
あ
り
、
湖
水

一
4
当
た
り
平
均

で
の

O
O
U
竃
コ
、
総
リ

ン

(T
P
)
、
総
窒
素

(T
N
)
の
含
有
量
は

一
九

八
七
年

の
そ
れ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
六
〇
%
、
二
四
八
%
、
六
五
%
増
え
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
特

に
湖
水

の
富
栄
養
化
が
進
み
、
夏
に
な

る
と
藍
藻
が
頻
繁
に

大
量
発
生
し
、
周
辺
住
民
に
与
え
る
脅
威
も
大
き
く
増
加
し
た
。
そ

し
て
、

一
九
九
六
年
か
ら
の

一
〇
年
間
で

一
〇
〇
〇
億
元
ほ
ど
の
処

理
資
金
を
投
下
し
た
も
の
の
、
湖
水
の
悪
化

は
止
ま
ら
ず
、
二
〇
〇

四
年

に
な

る
と
I
l
m
類
水

が
完
全

に
な

く
な

り
、
W
類
が

一

バゆ
　

九

%

、

V
類

が

二

三

・
九

%

、

劣

V
類

が

五

七

二

%

と

な

っ
た

。

蝕まれた土地tog



次
に
太
湖
流
域
の
骨
組

み
を
構
成
す
る
主
要
な
河
川
の
状
態
を
見

る
と
、
そ

の
全
面
的
な
悪
化
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
末

ま
で
澄
み
き
っ
て
い
た
河
川
は
、
八
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
急
速
に

悪
化
し
、

W
l
劣
V
類
水
断
面

の
長
さ
が
観
測
河
流
に
占
め
る
割
合

が
、

一
九
八
三
年

の
四
〇
%
か
ら
九
六
年
の
八
六
・
一
%
に
倍
増

し

た
。
さ
ら

に
、
二
〇
〇
四
年

に
は
九
三
・五
%
の
断
面
が
W
類
と
そ

れ
以
下
に
下
が
り
、
う
ち
使
用

の
機
能
を
失

っ
た
劣
V
類
断
面
が
六

ム
わ
　

四
・二
%

に
も
上

っ
た
。

多
数
の
河
が
給
水
機
能
を
失

っ
た
情
勢

の
も
と
、
例
の
嘉
興
市
は

そ
の
汚
染

の
状
況
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
。
嘉
興
市
は
地
勢
が
低

い
と
い
う
地
理
面

の
不
利

さ
も
あ
る
が
、
四
面
か
ら
流
れ
込
ん
だ
汚

水
の
受
け
皿
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
ま
た
内
部
か
ら
の
工
業
、
生
活

お
よ
び
農
業
汚
水

の
大
量
排
出

に
よ

っ
て
、

一
九
九
〇
年
代
初
頭

に
、
境
内

の
n
l
m
類
水

は
な
お
半
分
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い
た
が
、

二
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
飲
用
水
源
水
に
充
て
る
こ
と
の
で
き
る
m
類

水
は
完
全

に
な
く
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
た
め
、
嘉
興
市
は
中
国

有
数
の

「水
質
性
鉄
水
」

の
都
市
と
な
り
、

「散
髪
屋
が
頭
を
洗
わ

ず
、
旅
館
が
シ
ャ
ワ
ー
を
提
供
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

一
種

の
商

業
慣
習
と
も
な

っ
て
お
り
、
ま
た

「
一
部

の
村
は
水
不
足
で
引
越
し

　　
　

を
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
さ
え
報
告
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
太
湖
流
域

の
毛
細
血
管
と
し
て
の
村
級
河
流
の
状
況
を

取
り
上
げ

る
と
、
汚
染

の

「徹
底
さ
」
に
圧
倒
さ
れ
る
。
都
市
や
町

の
浄
水
場

の
取
水
源

に
は
な
ら
な
い

「小
河
」
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
関
係
当
局
に
よ
る
科
学
的
水
質
観
測
が
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

多
く

の
河
流
の
魚
や
蝦
な
ど
が
全
滅
し
た
こ
と
が
、
普
通

の
目
で
も

確
か
め
ら
れ
る
。
宜
興
市
周
鉄
鎮

の
様
相
は
そ

の
好
例
で
あ
る
。
総

面
積
七
五
㎞

の
同
鎮
に
お
い
て
、
百
軒
以
上

(
一
時
は
四
〇
〇
社

も
)

の
化
学
工
場
が
密
集
し
か

つ
常
に
処
理
さ
れ
て
い
な

い
廃
液
を

排
出
す
る
た
め
、
ま
た
農
業
に
よ
る
汚
染
と
も
関
係
が
あ

っ
て
、
鎮

の
水
利
関
係
者

は
境
内
に
流
れ
る

一
八
〇
本
の
村
級
河
流
の
う
ち
、

「蝦

の
い
る
河
は

一
本
も
な
く
、
〈生
命
力

の
強

い
〉
カ
ム
ル
チ
ー
の

い
る
河
は
せ
い
ぜ
い
半
分
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
」
と
判
断
し
て
い
る
。
ま

た
、
河
流

の
管
理
や
凌
漢
の
欠
落
な
ど
に
よ

っ
て
、
当
該
市
三
〇
〇

〇
本
ほ
ど
の
村
級
河
流

の
う
ち
、
「滞
り
な
く
通
じ
る
河
は
三
〇
〇

本
余
り
」
、
多
数

の
河
が
旺
盛
に
蔓
延
す
る
ウ
キ
ク
サ
と
漂
う
ゴ
ミ

ムれ
　

に
覆
わ
れ
て
沼
沢
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
か

か
る
事
態
の
背
後

に

は
、
村
民
自
身
も
汚
染
さ
れ
た
河
を
放
棄
し
、
逆
に
そ
れ
を
ゴ
ミ
や

人
畜
糞
尿

の
捨

て
場
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
価
値

観

の
変
化
さ
え
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑧

地
下

へ
の
汚
染
浸
透
と
地
盤
沈
下

水
の
循
環
関
係
を
考
え
れ
ば
、
地
表
水

の
深
刻
な
汚
染
は
、
二
つ

の
面
で
地
下
水
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ

の

一
つ
は
、
汚
染
さ

れ
た
地
表
水
が
地
下
に
浸
透
し
、
地
下
水
の
汚
染

に
繋
が
る
こ
と

で

あ
る
。
地
域
全
体
の
状
況
は
調
査
不
備
の
た
め
把
握
さ
れ
て
い
な

い

が
、

一
部
の
地
方
の
農
家
が
使

っ
て
い
る
井
戸
水

は
、
異
臭
を
放

つ

か
、
白
物
や
黄
色
の
物
が
漂

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
江
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蘇
省
の
関
係
部
門
が
鎮
江
、
常
州
、
南
通
、
泰
州
、
揚
州
な
ど
で
観

測
し
た
三
八
の
深
層
井
戸
の
水
も
、
み
ん
な
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
報

バ
れ
　

告
さ
れ
て
い
る
。

い
ま

一
つ
は
、
地
下
水

へ
の
依
存
を
高
め
、
地
下
水
位

の
下
降
と

地
盤
の
沈
下
を
引
き
起

こ
す

こ
と

で
あ
る
。
国
土
資
源
部
南
京
地
質

鉱
産
研
究
所
が
出
し
た

『長
江
三
角
州
地
区
地
下
水
資
源
與
地
質
災

害
評
価
』

に
よ
れ
ば
、

「地
盤
沈

下
」
に
よ
っ
て
、
上
海
、
蘇
州
ー

無
錫
-
常
州
、
杭
州
-
嘉
興
-
湖
州
で
は
三

つ
の

「地
下
漏
斗
」
が

形
成
さ
れ
、
そ
の
総
面
積
が
合
計
八
〇
〇
〇
㎞
近
く
に
達
す
る
。
こ

れ
は
太
湖
流
域
総
面
積

の
二

一
・
七
%
を
占
め
て
お
り
、
最
大
累
計

沈
下
量
は
そ
れ
ぞ
れ
二
・六
三

m
、

一
・〇
八

m
、
○
・八
二
m
で
あ

る
。
嘉
興
市
中
心
地
帯
の
地
盤
沈
下
は
八
〇
㎝
を
超
え
て
い
る
が
、

さ
ら
に
毎
年
二
〇
～
三
〇

㎜
の
ス
ピ
ー
ド

で
沈
下
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
蘇
州

、
無
錫
と
常
州
で
は
合
計
二
二
か
所
も
、
地
面
に
割
れ
目

ム
れ
　

が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

li
l

耕
地
と
農
産
物
の
汚
染

工
業
に
よ
る
排
気
と
廃
水
排
出
、
酸
性
雨
、
汚
水
に
よ
る
灌
概
な

ど
は
、
農
業
そ
の
も
の
の
工
業
化
と
も

い
え
る
化
学
肥
料
と
農
薬
の

ム
カ
　

多
投
が
も
た
ら
し
た
農
業

に
お
け
る

「内
面
的
汚
染
」
と
あ
い
ま

っ

て
、
最
終
的
に
は
そ

の
汚
染
物
の
多
く
が
土
地
に
集
中
さ
れ
、
結
局

長
江
デ
ル
タ
地
域

の
多
く

の
土
地
を
文
字
通
り
の

「毒
地
」

に
変

え
、
農
産
物
の
安
全
性
を
奪
う
事
態
を
招

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

土
地

・
土
壌

の
破
壊

・
汚
染
は
、
ま
ず
重
金
属
汚
染

の
問
題
と
し

て
現
れ
て
い
る
。
無
錫
市
郊
外

で
の
土
壌
調
査

に
よ
る
と
、

一
九
八

三
年
に
は
す
で
に
二
割
前
後

の
耕
地
が
水
銀
、

ヒ
素
、
カ
ド
ミ
ウ
ム

な
ど
の
汚
染
を
受
け
て
い
た
が
、
九
〇
年
代
中
期
に
な

っ
て
、
汚
染

が

一
層
深
刻

に
な
り
、
重
金
属

の
含
有
量
は
、
水
銀
が
二
倍
、
鉛
が

バゼ
　

三
～
六
倍
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
六
～
八
倍
と
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
。
ま

た
、
中
国
科
学
院
南
京
土
壌
研
究
所
な
ど
が
近
年
に
行

っ
た
調
査

に

よ
る
と
、
長
江
デ
ル
タ
地
域
全
体
で
は
土
壌

の
重
金
属
汚
染
は
相
当

深
刻
で
、
特

に
都
市
近
郊

の
土
地
の
多
く
は
フ

ッ
素
、
ヒ
素
、
鉛
、

亜
鉛
、
銅
な
ど
数
種
類
の
重
金
属
の
汚
染
を
受

け
て
お
り
、

一
〇
%

ムお
　

ぐ
ら

い
の
耕
地
が
そ
れ
で

「生
産
力
を
失

っ
た
」
と
い
う
。
重
金
属

以
外
に
は
、
同
地
域

の
耕
地
か
ら
二
〇
種
類

の
多
環
芳
香
族
炭
化
水

素

(P
A
H
s)
類
物
質
、
ま
た

一
〇
〇
種
類

ほ
ど

の
ポ

リ
塩
化

ビ

フ
ェ
ニ
ー
ル

(P
C
B
s)
な
ど
も
検
出
さ
れ
、

か

つ
そ
の
多
く

は
国

家
の
許
容
基
準
値
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、

一
部
の
都

市
近
郊

の
耕
地

は
、
水
稲
、
野
菜
、
果
樹
な

ど

の
栽
培
を
止
め
て

「観
賞
用
植
物
」
を
栽
培
す
る
よ
う
に
と
専
門

家
か
ら
提
言
さ
れ
た

(53
>

と

い
う
。

一
方
、
酸
性
雨

の
普
遍
化
と
化
学
肥
料
、
特

に
窒
素
肥
料
の
多
投

は
、
土
壌
の
酸
性
化
、
硬
化
、
塩
分
の
増
加
、
地
力

の
低
下
を
引
き

起

こ
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
七
月
に
宜
興
市
大
浦
鎮
の
野
菜
栽
培

基
地
に
対
す
る
土
壌
調
査

(調
査
範
囲
が
五
〇

㎞
で
サ

ン
プ

ル
数

一

五
六
)

の
結
果
、
土
壌

の
田
値
平
均
は
三
・七
六

で
、
最
高
の
場
合

蝕まれた土地207



ム　
　

は
三
・〇

四
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
土
壌

の
耕
作
層

が
薄
く
な

り
そ
の
構
造
も
悪
化
し
、
養
分

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
拡
大

し
土
壌

の
質
が
明
ら
か
に
落
ち
て
い
る
。
例
え
ば
、

「土
壌

セ
ン
サ

ス
」
に
よ
れ
ば
、
無
錫
市
錫
山
区

(元
無
錫
県
)

の
土
質

の
指
数
は

一
九
八
〇
～
八
二
年
の
二
・二
三
か
ら

一
九
九
六
年

の

一
・七
二
に
ま

ム
あ
　

で
落
ち
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
耕
作
障
害
が
出
て
、
作
物

の
生
長
が

遅
く
、
根
系

の
発
育
が
不
良
に
な
り
、
農
産
物

の
質

が
劣
化
す
る
よ

う
に
な

っ
た
。

ハ
あ
　

水
と
土

壌

の
汚
染
は
農
産
物
や
水
産
物

の
汚
染

に
繋

が

っ
て
い

る
。
江
蘇
省
農
林
庁
が

一
九
九
七
年
に
蘇
南
某
市

で
行

っ
た
観
測
に

よ
る
と
、

も
み
米
の
サ
ン
プ

ル
の
う
ち
、
国
家
規
定
の
許
容
値
を
超

え
た
も
の
は
、
水
銀
が
五
〇
%
、
鉛
と
ヒ
素
が
と
も
に
七
五
%
で
、

青
菜
の
場
合
は
水
銀
が
四
〇
%
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
と
硝
酸
塩
が
い
ず
れ

　　
　

も

一
〇
〇

%
に
も
達
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
、
中

国
科
学
院
南
京
土
壌
研
究

所
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
長
江
デ
ル
タ
地
域

の

一
部
の
地
方

で
生
産
さ
れ
た
も
み
米
は
、
鉛
の
含
有
量
は
許
容
値

上
限
の
五
倍
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
は
同

一
五
倍

に
も
達
し
た
。
そ
し
て
米

ムお
　

と
麦
粉
か
ら

の
鉛
の
検
出
率
も
八
八
・
一
%
と

い
う
高
さ
で
あ
る
。

既
存
研
究

の
多
く
は
都
市
近
郊

の
土
地
と
農
産
物
の
汚
染
に
注
目

し
て
い
る
が
、
実
は
、
大
中
都
市
に
限
ら
ず
工
業
化

の
進
ん
で
い
る

小
都
市

・
鎮
の
周
辺
や
農
村
地
帯

の
農
産
物
の
汚
染
も
相
当
深
刻
で

あ
る
。
例

の
宜
興
市
の
状
況
は
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
も

そ
も
、
宜
興
米
は
粘
性

が
高
く
甘

い
こ
と
か
ら
、
消
費
者
に
好
ま
れ

て
い
る
名
産
品
で
あ
り
、

一
時
は
江
蘇
省

の
海
外
米
輸
出
量

の
四
割

以
上
も
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
林
立
す
る
化
学
工
場

に
よ
る
汚
染

に
よ
り
、
前
述
し
た
南
京
土
壌
研
究
所

の
調
査

は
、
宜
興
産

の
も
ち

米
か
ら

一
二
〇
種
類
の
発
癌
物
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
宜
興
米
の
輸
出
が
禁
じ
ら
れ
、
地
元
の
農
民

は
自
家
米
を
売
り
、
食

べ
る
米
は
東
北
地
方
か
ら
買

い
入
れ
る
は
め

に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
宜
興
市
の
南

に
隣
接
す

る
漸
江
省
長
興
県
に

お
い
て
も
、
多
く
の
蓄
電
池
工
場
に
よ
る
汚
染
物
排
出
に
よ
り
、
耕

地
と
農
産
物

の
汚
染
状
況
が
厳
し
く
な

っ
た
。

こ
の
う
ち
林
城
鎮
上

獅
村
で
生
産
さ
れ
た
も
み
米
、
茶
葉
、
桃
、
青

梅
、
バ
ラ
な
ど
は
鉛

の
含
有
量
が
高

い
た
め
、
県
城
の
市
場
か
ら
は

「上
獅
村

の
農
産
物

バの
　

は
歓
迎
し
な
い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

数
千
年

の
歴
史
を
持

つ
中
国
農
業

で
あ
る
が
、
二
〇
世
紀
半
ば
ま

で
土
地

・
農
業
問
題
は
、
主
に
二
つ
の
面
に
現
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の

一
つ
は
、
水
の
多
少

に
よ

っ
て
生
じ
る

「水
患
」、

つ

ま
り
旱
越
や
洪
水
の
こ
と
で
あ
り
、

い
ま

一
つ
は
、
土
地
の
分
配
に

よ
る
土
地
占
有

の
不
均
衡

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

か
か
る
自
然
災
害
と

社
会
経
済
制
度

の
歪

み
は
互

い
に
影
響
し
あ

っ
て
、
周
期
的
に
小
農

民
を
絶
境
に
追

い
や
り
、
ま
た
は
中
国
を

「飢
饅

の
国
」
に
し
、
そ

し
て
大
規
模
な
農
民
暴
動
が
起

こ
る
よ
う
に
、
中
国
社
会
全
般

の
安
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定
を
脅
か
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
九
年
前
後
に
行
わ
れ
て
い
た
社
会
経
済
制
度
変
革
お
よ
び

そ
れ
以
降

の
工
業
化

の
力
で
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
業
被
害
は

一
九

五
九
～
六

一
年

の
間

の

「人
禍
」
を
別
に
し
て
、
か
な
り
抑
止
さ
れ

た
。
そ
し

て
土
地
占
有
の
不
平
等

の
問
題
も
根
本
的
に
変
え
ら
れ
た

と
い
え
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
特
に

一
九
八
〇

年
代
以
降

に
加
速
さ
れ
た
工
業
化
と
、
新
た
な
社
会
経
済

シ
ス
テ
ム

は
、
土
地
と
農
業
お
よ
び
そ
れ
に
依
存
す
る
小
農
民
を
別

の
形
で
蝕

み
つ
つ
あ

る
。
無
制
限
と

い
っ
て
い
い
権
力
を
も

つ
政
府
に
よ
り
推

し
進
め
ら

れ
て
い
る
狂
信
的
な
工
業
化

・
都
市
化
過
程
の
中

で
、
政

府
と
商
工
業
資
本
に
よ
る
土
地
囲
い
込
み
11
工
業
と
都
市

へ
の
土
地

集
中
が
前
近
代
的
な
地
主
に
よ
る
土
地
買
収
よ
り
、
さ
ら
に
勢

い
を

見
せ

て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ

る
。

一
方
、
常
に
工
業
化
や

「発

展
」
の
必
然
的
な
副
産
物
と
見
な
さ
れ
る

「環
境
汚
染
」
は
、
自
然

災
害

に
よ
る
破
壊
力
を
超
え
て
、
内
面
か
ら
土
地
と
農
業
を
顛
覆
し

ハ　
　

て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
繰
り
返
し
い
う
が
、
水
汚
染
と

い

う
新
た
な

「水
患
」
は
、

こ
の
十
数
年
間
に
お
い
て
、
中
国
の
土
地

と
農
業
が
直
面
す
る
最
大

の
災
難
と
な

っ
て
い
る
。
長
江
デ
ル
タ
流

域
の
状
況

は
、
そ
れ
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

興
味
深

い
こ
と
は
、
「農
民
が
本
当
に
苦
し
い
、
農
村
が
本
当
に

ムわ
　

貧
し

い
、

農
業
が
本
当
に
危
な
い
」
と

い
う
、
湖
北
省
監
利
県

の
あ

る
地
方

の
元
指
導
者
が
叫
び
出
し
、
中
国

「三
農
問
題
」
の
実
態
を

あ
ら
わ
す

こ
の
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
経
済

の
進
ん
で
い
る
長
江
デ
ル

タ
地
域
と
は
無
縁
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
確
か

に
、
様
々
な
税
費

の

徴
収
と
そ
れ
が
惹
起
し
て
い
た
農
民
暴
動
事
件

は
、
主
に
農
業
を
中

心
と
す
る
中
西
部

の
農
村
地
帯
を
舞
台
に
起
き
、
長
江
デ
ル
タ
地
域

に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
土
地
の
産
出
物
で
は
な
く
土

地
そ
の
も
の
に
対
す
る
収
奪
と
農
民
に
よ
る
抵
抗
、
お
よ
び
農
民
の

「お
金
」
で
は
な
く
彼
ら
が
依
存

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
環
境

(空

気
、
水
と
土
地
)
に
対
す
る
破
壊
と
農
民
に
よ

る
環
境
暴
動
、
と
い

う
面
か
ら
見
れ
ば
、

「大
躍
進
」
を
想
起
さ
せ
る

一
九
九
〇
年
代
以

来

の
工
業
化

・
都
市
化
過
程
の
な
か
で
、
ま
さ

に
長
江
デ
ル
タ
地
域

こ
そ
、
中
国
の
農
業

・
農
村

・
農
民
問
題

の
根
底
を
露
呈
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

「水

に
は
毒
が
あ
り
、
土

に
は
毒

が
あ
り
、
食
糧

に
も
毒
が
あ

る
」
と
、
同
地
域

の
あ

る
農
民

の
口
か
ら
発

せ
ら
れ
た
こ
う
し
た

ム
ほ
　

嘆
願
、
お
よ
び
近
年
絶
え
ず
水
面
に
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
多
く
の

　お
　

「癌
の
村
」

は
、
中

西
部
農
業
地
域

の

「発

展

の
モ
デ
ル
」
と
も

な

っ
て
い
る
長
江
デ
ル
タ
地
域

の

「発
展
」

の
代
償
を
極
端
な
形
で

物
語

っ
て
い
る
。

一
方
、
二
〇
〇

一
年
以
降

の

「税
費
改
革
」
で
農

業
と

い
う
主
な
税
源
を
失

っ
た
地
域
の
政
府
が
、
企
業
の
誘
致
活
動

ムね
　

を

一
層
加
速

し
、
汚
染

の
移
転
と
蔓
延
を
誘

発
し
た
こ
と
か
ら
、

「
モ
デ

ル
」
と
し
て
の
長
江
デ

ル
タ
地
域

は
、
確
か
に
中
国

の

「三

農
問
題
」

の
方
向
性
を
も
示
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
れ
る
だ
ろ

う
。も
ち
ろ
ん
、
長
江
デ
ル
タ
地
域
の
各
地
方

の
政
府
は
、
程
度
の
差

20g一 蝕 まれ た土地



と
は
い
え
、
そ
れ
ら
に
直
面
す
る
生
態
環
境
危
機
を
緩
和
し
よ
う
と

し
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
市
と
県

は
、
近
年
競

っ
て

「環
境
保
護
模
範
市
」
や

「生
態
市

・
県
」

の
創

建
を
政
府

の
努
力
目
標
に
定
め
て
お
り
、
い
く

つ
か
の
市
は
す
で
に

そ
れ
ら

の
輝
か
し
い
看
板
を
中
央
政
府

か
ら
授
与
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
。

し
か
し
、

「環
境
保
護
模
範
市
」
や

「生
態
市
」
云
々
の

中
身
を
み
れ
ば
、
長
江
デ
ル
タ
地
域
、
そ
し
て
中
国
全
体
が
生
態
環

境

災
難

か
ら
脱
出
す
る
こ
と

は
ま
だ
程
遠

い
と
い
わ
ざ

る
を
得
な

い
。
と

い
う

の
は
、
「G
D
P
」
と

い
う
も
の
が
、
国
家

レ
ベ
ル
が

定

め
た

「生
態
市

・
県
」
を
は
か
る
重
要
な
指
標
で
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

注〈1
>

本

論

は

二

つ
の
意
味

で
こ

の
用

語
を
使

う

。

そ

の

一
つ
は
、
そ

の
工

業
化

が
市

場
や

民

間

の
力

と

い
う

よ

り
地

方

の
党

・行

政
官

僚

主

導

の
色
彩

が
濃

い

こ
と
、

い
ま

一
つ
は
、

そ

れ
と
連

動

し

て
計

画

性

と

社

会

か

ら

の
監

督

の
欠

落

に
よ

っ
て
莫

大

な

経

済

的
、

社

会

的

、

お
よ
び

生
態

環

境
的

な

コ
ス
ト

を
伴

っ
て

い
る

こ
と

と
、
考

え

て

い
る
。

〈
2
>

地

理

の
面

か
ら

い
え
ば
、

当
該

地
域

は

一
二

の
都

市

を
含

ん

で

い
る

が
、

「経

済

の

一
体

化

」

を
目

指

し

て
、

ま

た

は

「長
江

三

角

洲
」

と

い
う
経
済

列

車

に
乗

る
た

め
、
漸
江

省

の
紹

興
、
寧

波
、

舟

山

も
そ

れ

に
入

ろ
う

と
求

め

て
、
入

れ
ら

れ
た

の

で
あ

る
。

〈
3
>

『
江

蘇

統

計

年

鑑

二

〇

〇

五

』

水

利

部

太

湖

流

域

管

理

局

(h
ttp
://w
w
w
tb
a
.g
o
v
c
n
)
°
本

論

に
挙
げ

ら

れ
た
数

字

は
、

特

に
説

明

が
な

け
れ

ば
、

い
ず

れ

も

『
江
蘇

統
計

年

鑑

二
〇

〇

五
』
、
『
漸

江

統
計

年
鑑

二
〇
〇

五
』

お

よ
び

『
上
海
統

計
年

鑑

二
〇

〇
五

』

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。

〈
4
>

新
華

通
信

社

、

二
〇
〇

五
年

三
月

二
日
。

〈
5
>

宋
林

飛
主

編

『
二
〇
〇
六

年
長

三
角

可
持
続

的

率
先

発

展
』
社

会

科

学
文

献
出

版
社

、

二
〇
〇

六
年

、

一

一
頁

。

〈
6
>

中
国

の
経

済
開

発

と
政
治

・
行

政
と

の
関
係

に

つ
い

て
は
、
拙

論

「政
経

一
体

化

開
発

機
制

與

中

国
農

村
的

環

境
衝

突

」

『
探

索
與

争

鳴

』

二
〇
〇

六
年

第

五
期
を
参

照
。

長

江
デ

ル
タ

地
域

内
部

に
お

け

る

「悪
質

な

競
争

」

に
関

す

る
状

況

は
、

二
〇

〇

三
年

一
〇

月
六

日
新
華

通
信

社

の
報

道

「産

業

同
構
厳

重

長

三
角
経

済
内

耗

問
題

悪

化

」
を
参

照

。

〈
7
>

新

華
通

信
社

、

二
〇
〇

五
年

三
月

二
日
。

〈
8
>

『
新
京
報

』

二
〇

〇
六

年
六

月

一
日
。

〈
9
>

『
法
制

日
報

』

二
〇
〇

三
年

六
月

二
五

日
。

〈
10

>

『解

放

日
報

』

二
〇
〇

三
年

二
月

一
七

日
、

『
財
経

時
報

』

同
八

月

三
〇

日
。

〈
11
>

『
二

一
世

紀
経

済
報

道
』

二
〇

〇

四
年

=

月

二

二
日
。

〈
12
>

中

国
行
政

区

劃
網

(h
tt
p
://w
w
w
x
z
g
h
.o
rg
)
°

〈
13
>

陳

継
松

「
漸
江

城

市
化

道

路
的

実

践

與
対

策

」

『
城
市

発

展

研

究
』

二
〇
〇

三
年

第

二
期
。

江
蘇
省

発
展

與
改

革
委

員
会

「江
蘇

省

'-}-
五

a

城

}E
化

発

展

規
劃

J

(h
tt
p
J
/w
w
w
jsd
p
c
.g
o
v
c
n
)
°

中

国

建

設
部

の
定

義

に
よ

れ
ば

、

「市

区
非

農

業

人

口
」

五

〇

～

一
〇

〇
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万
、

一
〇
〇

万

以
上

を
持

つ
都

市
を

そ

れ
ぞ
れ

「大
都

市
」

と

「
特

大
都

市
」

と
呼

ぶ
。

そ

の
面

積

に

つ
い
て

の
規
定

は
不

明
。

〈
14
>

中

国
行
政

区

劃

網
、

『
人

民

日
報

』

二
〇

〇

三
年

一
二
月

一
七

日
、

「
(常
州

)
市

委
書

記

李

全
林

在
全

市
行

政

区
劃
調

整

工
作

会

議

上

的
講

,a
」

(h
ttp
://JYJ
.cz
e
d
u
.g
o
v
cn
)
°

「市

区

」

と

は

「
市

」

を

設

け

る
都
市

そ

の
も

の
に
所

属

さ
れ

る
地
域

で
あ
り
、

そ

れ
に
所
轄

さ
れ

る
県

や
県

レ

ベ
ル

の
市

が
含

ま

れ
な

い
。

〈
15
>

南
京

市
規

劃

局

「南

京

城

市

規
劃

歴

史

」

(揮

℃
ミ
妻

ミ

n゚
jg
h
j°

g
o
v
c
n
)
°

〈
16
>

新
華

通
信

社

、

二

〇

〇

四
年

三
月
九

日
。

「建

成

区

」

と

は
、

都

市
行
政

区
域

に
お

い
て
実

際

に
建
設

さ

れ
、
公

共
施

設
や

イ

ン

フ

ラ
な
ど

を
揃

え

て

い
る

「連

片
」

地
帯

を
指

し

て

い
る
。

〈
17
>

彰

補
拙

な

ど

編

著

『
長

江

三

角

洲

地

区
耕

地

可

持

続

利

用

研

究

』
地
質

出
版
社

、

二
〇

〇

三
年

、
七

一
頁

。

ま
た
、

万
栄

栄

・
楊

桂

山

(
「太

湖
流

域
土

地

利
用

変
化

及
其

空

間
分
異

特
徴

研
究

」

『
長

江

流

域

資

源

與

環

境

』

二

〇

〇

五

年

第

三

期

)

が

L
a
n
d
s
at
T
リ
ミ

E
T
M

画

像

を
分

析

し

た

結

果

、

一
九

八

五

～

二
〇

〇

〇

年

の

間

に
、
太

湖
流
域

で

は
建

設

用

地

が

一
二

・三

万
㎞

(三

四

・五

%
)

増

加

し
、
耕

地
面
積

が

一
三

・五

万

㎞

(
う
ち
水

田

が
七

二

・八

%
)
減

少

し

た
と
推
算

さ

れ

て

い
る
。

〈
18
>

中

央
政
府

が
常

に

「耕

地
保
護

」

の
状

況

を
検

査

す

る
が
、

地

方

は

そ
れ

へ
の
対
応

策

と

し

て

そ

の
実

情

を

な

か

な

か
公

表

し

な

い
。

「土
地

利
用

計
画

」

の
編

成

を
依

頼

さ

れ
た

専
門

家

・
研

究

機

構

に
対

し

て
も
、

「本

当

の
数

字

を
く

れ

な

い
」

と
関

係
者

は
指

摘

し

て

い
る
。
紀
希

平

な

ど

(
「漸

江

糧
食

安

全
問

題
研

究

」
、
h
ttp
://

w
w
w
sa
n
n
o
n
g
.g
o
v
c
n
)

に

よ

れ
ば

、
漸

江

省

関

係

部

門

の
調

査

に

よ
る

と
、
同
省

に
実

際

に
あ

る
耕

地
面

積

は
各

地
方

か
ら
報

告

さ
れ

た

面
積

よ
り

「遥

か

に
低

い
」
。

ま

た
、

漸

江
省

農

業
庁

の
副

庁

長

朱

志
泉

も
、

同
省

の
耕
地
面

積

の
実
情

が
把

握

さ

れ

て
い
な

い
と
指

摘

し

て

い
る
。

「朱
志

泉

副
庁

長

在

全
省

糧
食

安

全

及
綜

合

生
産

能

力

保

護
座

談

会

上
的

講

話

」

二
〇

〇

三
年

一
〇

月

二

二
～

二

三
日

(h
ttp
://w
w
w
zjag
ri.g
o
v
cn
)
°

〈
19
>

『
江
蘇
統

計
年
鑑

二
〇

〇

五
』
。

〈
20
>

洪

朝
輝

「論

中

国
農

民

土

地
財

産
権

利

的

貧

困
」

『
当

代
中

国

研

究
』

二
〇
〇

四
年

第

一
期
、

総
第

八

四
期
。

ま

た
塗
名

な

ど

「圏

地

末
路

」

『中

国
改
革

・
農

村
版

』

(特
集

)

二
〇
〇

四
年

第
七

期

を

参

照
。

〈
21

>

祖

田
修
著

『農

学
原

論
』

岩
波

書
店

、

一
九

九
九
年

。

〈
22

>

注

〈
18

>
朱

志

泉

講

話
。

長

江

デ

ル
タ

地

域

の
都

市

の
多

く

は
、
海

外
向

け
投
資

誘
致

用

の
パ

ン
フ

レ

ッ
ト

に
は

一
九

九
〇

年
代

中

期

ま

で

「魚

と
米

の
里
」

の
紹
介

が
含

ま

れ

て

い
た

が
、

近
年
消

え

て
し
ま

っ
た
。

そ
れ

は

「農

業
文

明

の
往

事
と

し

て
遅
れ

た
意
味

合

い
を
も

つ
」
と

い
う

理
由

か

ら
指

導
者

に
好
ま

れ

な

い
た

め

で
、

変

わ

っ
て

「中
国
製

造
業

の
セ

ン
タ

ー
」

や

「世

界

の
工
場

」
と

い

う
新

し

い

「名

刺
」

が
好

ま

れ

て

い
る
と
指

摘

さ
れ

て

い
る
。
章

敬

平

「
長

三
角
在

工
業

経

済

輝
煙

中

消
失

的

魚

米

之
郷

」

『
南
風

窓

』

二
〇

〇
三
年

一
二
月
三

日
。

〈
23
>

新

華
通

信
社
、

二
〇
〇

五
年

一
〇

月

四
日

。

〈
24
>

『
上
海
統

計
年

鑑

二
〇

〇

四
』
、

『
江
蘇

統
計

年
鑑

二
〇

〇

四
』
。

〈
25
>

『
農

民
日
報
』

二
〇

〇

六
年

七
月

五

日
。
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〈
26
>

注

〈
18
>
紀

希
平

な

ど
論
文

。

〈
27
>

蘇

中
平

「対
江
蘇

省

糧
食

綜
合

生
産
能

力

的
分
析

研

究
」

二
〇

〇
四
年

一
二
月

八
日

、
中

国
統

計
信
息

網
。

〈
28
>

『
現
代
快

報

』

二
〇
〇

六
年

四
月

一
〇

日
。

〈
29
>

『人

民

日
報

・
華

東
新

聞
』

二
〇

〇

三
年
五

月
七

日
。

〈
30
>

注

〈
22

>
章

敬
平

報
告

。

〈
31
>

注

〈
22

>

章

敬
平

報

告

『
無

錫

日
報
』

二
〇

〇

四
年

一
二

月
三

〇

日
。

〈
32
>

二
〇

〇

六

年

七

月

二
七

～

二
八

日
、
筆

者

の
現

地

調

査

に

よ

り
。

〈
33
>

こ

の
事

件

に
関

す

る
報

道

は
、

『
現
代

快

報

』

二
〇

〇

五
年

七

月

一
日
、

『
今

日

早
報

』

同
七

月

=

日
を
参

照
。

〈
34
>

『
中

国

環

境

報

』

X
1
0

0

1
年

=

月

二

三

日
、

『
中

国

水

利

報
』

二
〇

〇

二
年

一
月

二
九
日

。

〈
35
>

『
中

国
経

済
時

報

』

二
〇
〇

五

年
六

月

=
二
日
。

溜

美

良

「我

省
秋

蚕
生

産

形

勢

厳

峻

」

『
農
情

信
息

』

二
〇

〇

五
年

第

一
六

二
期

(漸
江
農
業
信
息
網

ゴ
9
妻

怠
嗜

ド噌
ヌ
8
)。

〈36
>

黄
国
勝
な
ど

「太
湖
汚
染
憂
思
録
」
『東
方
法
治
導
刊
』
二
〇

〇
五
年
第
八
期
、
『
鳳
鳳
週
刊
』
二
〇
〇
五
年
三
六
期
お
よ
び
二
〇

〇
六
年
六
月
九
～

一
六
日
、
筆
者
の
現
地
調
査
に
よ
り
。

〈37
>

閻
世
輝

「建
設
資
源
節
約
和
環
境
友
好
型
社
会
」、
汝
信
な
ど

主
編

『
二
〇
〇
六
中
国
社
会
形
勢
分
析
與
予
測
』
社
会
科
学
文
献
出

版
社
、
二
〇
〇
六
年
。
「集
団
性
環
境
事
件
」
と
は
、
環
境
汚
染
を

原
因
と
す
る
参
加
者
五
人
以
上
で
の
陳
情
、
静
座
、
デ
モ
、
騒
乱
な

ど
の
こ
と
で
あ
る
。
閻
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年

一
月
～
七

月

に
起
き

た
同

事
件

の
う
ち

、
政

府
機

関

を
包
囲

・
攻
撃

、
道

路

を

占
拠

、
ま

た

は
略
奪

や
焼

き
払

い
な

ど

の

「
過
激

な
行
為

」

を
伴

っ

て

い
る
も

の
は
三
割

以

上
を
占

め

て
い
る
。

〈
38
>

前

掲
拙

稿

を
参

照
。

〈
39
>

江
蘇
省

環
境

保

護
庁

「
二
〇
〇

五
年

江
蘇
省

環
境

状

況
公
報

」
。

〈
40
>

漸

江
省

環
境

保

護
局

「
二
〇
〇

四
年

漸
江
省

環
境

状

況
公
報

」
、

『
金
陵

晩
報

』

二
〇
〇

五
年

六

月

一

一
日

。

〈
41
>

水

利

部

太

湖

流

域

管

理

局

「
二
〇

〇

〇

年

太

湖
流

域

水

質

通

報

」
、
同

「太
湖

流
域

及
東

南
諸

河

水
資

源
公
報

二
〇

〇

g
IJ
(h
ttp
://

w
w
w
tb
a
.g
o
v
c
n
)
°

〈
42
>

『
経

済

参

考

報

』

二
〇

〇

六

年

五

月

二

九

日
。

報

道

に
よ

れ

ば

、
長

江
河

口

に
は

一
九

八
五
年

に

一
二
六

種
類

の
水

棲
動

物

が
観

測

さ

れ
た
が

、

二
〇
〇

二
年

に

な

っ
て
五

二
種
類

し

か
残

さ
れ

て

い

な

い
。

〈
43
>

前
掲

「太

湖
流

域

及
東
南

諸

河
水

資
源

公
報

二
〇

〇

四
」
。

〈
44
>

二
〇
〇

六

年

三

月

二
四

日

『
人

民

日
報

・
華

東
新

聞

』
、

前
掲

「太

湖
流
域

及

東
南

諸
河

水
資

源
公

報

二
〇
〇

四
」
。

〈
45
>

同
注

〈
41
>
。

〈
46
>

『
銭

江
晩
報

』

二
〇

〇
五
年

二
月

二

一
日
、

『新

京
報

』

同
三

月

一
八
日
、

『
漸

江
人
大

』

同
八

月

=

日

。

〈
47
>

二
〇

〇
六

年
六

月
九

～

一
六

日
、
筆
者

の
現
地

調
査

に
よ
り
。

〈
48
V

江
蘇

省

水
文

水

資

源
勘

測

局

「
二
〇
〇

二
年

勘

測

報
告

」
、

そ

の
深

さ

に

つ
い

て
は
不
明

。

〈
49
>

新

華
通

信

社
、

二
〇

〇
五
年

三

月

一
八
日

。

〈
50
>

こ
の
問

題

に

つ
い
て

の
詳
細

な
考

察

は
別
稿

に
譲

る
が
、

こ
こ

212



で
は

一
例
を
挙
げ
て
そ
の
状
況
を
提
示
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
二
〇
年

間
で
、
化
学
肥
料
が
有
機
肥
料
に
取
っ
て
代
わ
り
、
太
湖
流
域
で
は

耕
地

一
㎞
当
た
り
の
化
学
肥
料
投
下
量
が

一
九
七
九
年
の
二
四
四
・

五
㎏
か
ら
二
〇
〇
三
年
ご
ろ
の
六
六
七
・五
㎏
に
ま
で
増
え
て
、
先

進
国
が
定
め
た
二
二
五
㎏
の
限
界
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
。
化
学
肥

料
の
利
用
率
は
平
均
で
三
〇
～
三
五
%
し
か
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
は

耕
地
と
河
流
の
汚
染
に
加
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

家
禽
家
畜
と
人
糞
尿
の
浪
費
を
も
招
い
て
二
重
の
汚
染
を
致
し
て
い

る
。
陳
荷
生

・
華
謡
青

「太
湖
流
域
非
点
源
汚
染
控
制
和
治
理
的
思

考
」
『水
資
源
保
護
』
二
〇
〇
四
年
第

一
期
。

〈
51
>

彰
補
拙
な
ど
前
掲
書
、

一
八
三
頁
。

〈
52
>

周
季
鋼

・
李
秀
中

「長
三
角
土
壌
危
機
」
『鳳
鳳
週
刊
』
二
〇

〇
五
年
三
六
期
。
『第

一
財
経
日
報
』
二
〇
〇
五
年
九
月
二
二
日
、

『半
月
談
』
二
〇
〇
三
年
八
月
八
日
。

〈
53
>

『金
陵
晩
報
』
二
〇
〇
四
年

一
〇
月
二
五
日
、
『現
代
快
報
』
同

=

月
五
日
。

〈54
>

王
彩
絨
等

「太
湖
流
域
典
型
疏
菜
地
土
壌
氣
及
田
空
間
変
異
特

徴
」
『水
土
保
持
学
報
』
二
〇
〇
五
年
第
三
期
。

〈55
>

彰
補
拙
な
ど
前
掲
書
、
五

一
頁
。

〈56
>

江
蘇
省
環
境
監
測
セ
ン
タ
ー
の
観
測
に
よ
る
と
、
省
内
太
湖
な

ど
の
湖
お
よ
び
近
海
水
域
の
水
産
物
四
一
%
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
重
金

属
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
太
湖
で
出
産
さ
れ
た
バ
ク
レ
ン
は
カ

ド
ミ
ウ
ム
の
含
有
量
が
許
容
値
の

一
・
二
倍
を
超
え
て
お
り
、
ま
た

鉛
と
水
銀
の
含
有
量
も
目
立
つ
。
南
通
近
海
の
名
物

で
あ
る

「文

蛤
」
が

「重
汚
染
級
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
『
現
代
快
報
』
二
〇

〇

六
年

二
月

一
五

日
。

〈
57
>

中

国
農

工
民

主
党

江
蘇

省
委

員
会

「在

実
施

高
産

、
優

質

、
高

効

農
業

中
応

避

免

農
副

産

品
和

水
質

汚
染

」

一
九

九
九

年

(ゴ
暑

"＼＼

w
w
w
.jsn
g
d
°8
∋
)
0

.c
o
m
)
。

〈
58
>

同
注
〈
52
>
。

〈
59
>

二
〇

〇
五

年

九

月

二

二
日

『第

一
財
経

日
報
』
、

同

一
〇

月

一

三
日

『南

方

週
末

』
。

〈
60
>

中

国
水

利
部

長

江
恕
誠

は
、

二
〇

〇

一
年

に
、

農
村

の
水

汚

染

に
よ

る

「損

失

は
洪

水
と
旱

魑

の
そ
れ

よ
り
大

き

い
」

と
述

べ

て

い

る
。

江
恕

誠

「水

環
境

承

載

能
力

分
析

與

調
控

」

『
中

国
水

利

』

二

〇

〇

一
年
第

=

期

。

〈
61
>

李

昌
平

『
我
向

総
理
説

実
話

』
光

明

日
報

出

版
社

、

二
〇
〇

二

年

。

〈
62
>

注
〈
52
>
周

季
鋼

・
李

秀
中

記
事

。

〈
63
>

環
境
汚

染

で
癌

患
者

・
死
者

の
多

い

「癌

の
村
」

は
、

近
年

中

国
大

陸

の

マ
ス

コ
ミ

に
多

く
報
道

さ
れ

て

い
る
が
、
筆

者

の
調
査

お

よ
び

公
開
報

道

か

ら
集

め
た
資

料

に
よ
れ
ば

、
長

江

デ

ル
タ
地
域

で

は

一
二
も

あ

る
。
例

の
宜

興
市

周
鉄
鎮

の
南

塘
村

は
、
七
〇

家
族

、

二
〇

〇
人
前

後

の
小

さ

な
村

で
あ

る
が
、

一
九
九

六

年
以
降

三

七
人

も
な

く
な

り
う

ち
癌

で
死
亡

し
た
人

は

三
四
人

(
二
〇
〇
六

年

三
月

現
在

)
。

そ

し

て
太

湖

周
辺

や

江
蘇

省
全

体

(
一
九

九
六

年

に
悪

性

癌

の
死

亡
率

が

一
七

六

・
六
/

一
〇
万

人
、

一
九

八

四
～
八

六

年
平

均

が

一
四

八

・
四
/

一
〇

万
人

)

は
と

も

に
全

国
的

に
有
名

な

癌

の

多
発

地
域

で
あ

る
が
、

全
国

ト

ッ
プ

三
〇

位

の
癌
多

発
県

・
市

の
う

ち

、
九
県

・
市

が
江
蘇

省

の
長
江

沿
岸
地

域

に
あ

る
。
趙

衛
東

「九
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○
年
代
江
蘇
省
癌
症
死
亡
率
浅
析
」
『中
国
腫
瘤
』

一
九
九
九
年
第

六
期
、
『現
代
快
報
』
二
〇
〇
四
年
八
月
二
八
日
。

〈
64
>

周
海
燕
な
ど

「蘇
北
化
工
園
毒
殺
海
岸
線
」
『瞭
望
東
方
週

刊
』
二
〇
〇
五
年
第
四
四
期
。
王
剛
な
ど

「中
国
汚
染
遷
徒
路
線

図
」
『中
国
新
聞
週
刊
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
。

2i4


